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第３期横浜市障害者プラン中間見直し 

市民意見募集の結果報告について 

 
本市では、平成 27 年度から平成 32 年度までの６年を計画期間とする「第３期横浜市

障害者プラン」について、後期３年間の方向性をまとめ、９月から 10 月にかけて市民の

皆様から御意見を募集しました。 

165 人、５団体から合計 353 件の御意見を頂き、このたび、意見の内容と本市として

の考え方がまとまりましたので公表します。今後、頂いた御意見等を踏まえ、原案を策

定し、第３期横浜市障害者プラン改訂版を策定していきます。 

 

１ 実施概要                                  .  

(１) 実施期間 

  平成 29 年９月 25 日（月）から 10 月 25 日（水） 

(２) 資料配付数 

  ・リーフレット 3,400 部 

  ・詳細版 2,500 部 

(３) 周知方法等 

ア リーフレット及び詳細版の配布 

  市役所（市民情報センター）、区役所、障害者地域活動ホーム、障害者団体等 

  イ 市民説明会の開催  ＜延べ参加者数：116 人＞ 

    ・10 月 12 日（木） 10 時 30 分～12 時 30 分 （会場：横浜ラポール） 

    ・10 月 14 日（土） 14 時 00 分～16 時 00 分 （会場：ウィリング横浜） 

    ・10 月 20 日（金） 10 時 00 分～12 時 00 分 （会場：旭区区民文化センター） 

  ウ 障害関係団体への説明 

  エ 本市ウェブサイト、広報よこはま 10 月号への掲載 等 
 

２ 今後のスケジュール（予定）                        .  

 

日 程 内       容 

平成 29 年 12 月 ～ 第３期横浜市障害者プラン改訂版 原案の策定 

平成 30 年３月 第３期横浜市障害者プラン改訂版 確定 
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３ 意見の概要                                .  

 (１) 意見提出者数：165人，５団体 

内訳 

電子メール 39 人 

郵便 43 人 

FAX ２人 

直接持参 ０人 

市民説明会 44 人 

その他（窓口持参、障害関係団体説明・意見交換など） 37 人 

※ 意見書等提出団体 

◆横浜市精神障害者地域生活支援連合会◆横浜市自

閉症児・者親の会◆３連絡会（横浜市グループホーム

連絡会、横浜市障害者地域作業所連絡会、横浜市地域

活動ホーム連絡会） 

５団体 

 

 (２) 意見総数：353 件 

  ア プランに掲げる５つのテーマ別内訳 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 67 件 

テーマ２ 住む、そして暮らす 102 件 

テーマ３ 毎日を安心して健やかに過ごす 46 件 

テーマ４ いきる力を学び・育む 76 件 

テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 36 件 

計画全体に関する御意見 17 件 

その他 ９件 

  イ 提出された御意見への対応の内訳  

意見の趣旨が計画に含まれるもの 53 件 

計画に反映するものや、今後対応していくもの 24 件 

計画推進の参考とさせて頂くもの 211 件 

その他（個別的な意見、感想など） 65 件 
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４ 意見の内容と本市の考え方                                  

※ 「意見の内容」は、意見提出者の住所及び氏名などの個人情報等を除き、原則提出

された意見の原文を掲載しています。 
 

（1）意見の趣旨が計画に含まれるもの 

 意見の内容 本市の考え方 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 

１ 

テーマ４のいきる力を学び・育むにつ

いて。 

・保護者と一緒に取り組めるサービ

ス、イベント等を作って欲しい。 

・障害があっても、色々社会の事が学

べる場が欲しい。 

本市では、普及啓発活動として、障害者

週間を利用し、各区地域に応じた様々な

イベントを開催しております。今後も御

家族でふれあえる事業を推進してまいり

ます。 

２ 

私の妹はで右目失明、左目が弱視です。

弱視に加え緑内障になり、失明の危険に

さらされています。まだ子供がいます。

少しでも目の不自由な人のために地域

社会でサポートできるようなイベント

をしてください。 

各種イベント等を通じて、障害児・者と

出会う場づくりを進め、障害に対する理

解を促進してまいります。 

３ 

それぞれの障害のある人達が、地域の中

で、実際に色んな支援を受けながらで生

き生きと暮らしているんだよというの

が、意外と知られていない。いわゆる共

生していくということを、どのように市

民に知らせていくかそれについて改め

て考えていただけるとありがたい。 

地域のあらゆる方が、「支え手」と「受け

手」に分かれるのではなく、地域、暮ら

し、生きがいをともに創り、高め合うこ

とができる「地域共生社会」の実現に向

け、当事者による障害理解のための講演

会や作品展の開催など様々な取組を展開

しています。こうした取組を障害者週間

等あらゆる機会を通して発信します。 
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 意見の内容 本市の考え方 

４ 

障害についての特性・特質を研究したり

各施設は充実してきたようにも思いま

す。各々の違いから施設設備を考慮した

建物も必要だと思いますし、家族や当事

者が各々の時間を過ごせるようなサービ

スも大切なのだと思います。ただ分離さ

れた施策が多く、また経済のための施策

も見られる気がします。共に過ごし合う、

特性を活かせる事は働かせるのではな

く、互いにできることとしていく、近年の

「仕事」の捉え方を改めて考える必要が

あるのでは。大規模会社ではなく、小規

模、自営の意義も様々な働き方の価値を

認め事で、特質を活かせるのではないで

しょうか 

地域のあらゆる方が、「支え手」と「受け

手」に分かれるのではなく、地域、暮ら

し、生きがいをともに創り、高め合うこ

とができる「地域共生社会」の実現に向

け、当事者による障害理解のための講演

会や作品展の開催など様々な取組を展開

しています。 

５ 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 

・活動ホームや地域の防災訓練で家族や

保護者も訓練に参加できるようにして

ほしい。 

・特定の学校や施設だけでなく、色々な

学校、施設が交流できるようにしてほし

い。 

・一時的に接して、特別扱いされるだけ

ではなく、長い時間一緒にいて身近な存

在になるようにしてほしい。 

・（作業所で行っている中学校との交流

行事について）とても楽しみにしていま

す。人とのふれあいが、励みになります。 

・障害によって介助方法が違う点を周り

にも理解してほしい。 

今後も社会参加推進センターと連携し

て、障害者本人及び家族による普及・啓

発活動の推進を図ります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

６ 

インクルーシブ教育のための環境充実

とは？支援学級を増やすだけでなく、地

域の学校で地域の子どもを共に学ぶ体

制を整えてほしい。 

引き続き、個々の障害の程度や状態に応

じた必要な教育の場を充実しながら、子

ども達の成長を促がせるよう、インクル

ーシブ教育システムの構築に取り組みま

す。 

７ 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

・車椅子で歩いていると「じゃまだな！」

とひどい事を言って行く人たちがいま

す。車椅子に理解を。 

今後も社会参加推進センターと連携し

て、障害者本人及び家族による普及・啓

発活動の推進を図ります。 

８ 

私たち当事者の家族は現場からの実情

を、声を大にして発信していく事が大切

であると思っています。 

今後も社会参加推進センターと連携し

て、障害者本人及び家族による普及・啓

発活動の推進を図ります。 

９ 

目に見えない障害（自閉症）なので、外

でうらしい時やいやな時、奇声を出して

しまう。そして、うるさいと何度も怒ら

れ、すごく周りの目が冷たく感じ、まだ

目に見えない障害について、理解がない

部分がとても多く、外出先や帰省すると

き（新幹線）に乗っている時、とても困

難。 

今後も社会参加推進センターと連携し

て、障害者本人及び家族による普及・啓

発活動の推進を図ります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

10 

・今でもグループホーム反対運動があり

悲しくなります。障害があるだけで犯罪

者みたいに思われているのが残念でな

りません。以前、小学生に子供の身体障

害について陰口を言われ、嫌な気分にな

った経験があります。住民の中で暮らす

には日ごろからのお互いの信頼関係の

構築、人脈作りはかかせないと思いま

す。また知らないでイメージだけで意見

を言われている方もいると思います。・

福祉教育として、点字学習、車椅子やア

イマスクの体験等に取り組まれている

小中学校があり、身体障害への理解は進

んでいると思います。しかし、障害当事

者が不在の場合が多い様にも感じてい

ます。精神・知的障害児者、医療ケアを

必要とする方など、目に見えにくい障害

への理解も必要と感じています。 

・例えば、養護学校では NPO 法人のスポ

ーツ団体を媒体に地域交流の取り組み

を始めました。スポーツを通し、施設開

放やイベントなどで地域の方に学校に

来ていただき、知っていただく趣旨のも

のです。県の学校施設開放事業、障害理

解促進事業の一環で、当面３年間の予算

が組まれています。このような事業を突

破口とし、横の広がり大きくし実際に障

害のある方の理解を地域に推進してい

きたいです。 

今後も社会参加推進センターと連携し

て、障害者本人及び家族による普及・啓

発活動の推進を図ります。 

11 

取組１－１普及啓発について。セーフテ

ィーネットプロジェクト横浜の活動は、

災害ボードを作った以外に、目に見える

活動がない。活性化のための具体策を検

討すべきではないか。 

セーフティネットブロジェクト横浜は、

災害用を含むコミュニケーションボード

作成以外にも、地域に出向き、防災拠点、

自治会、民生委員等に障害理解に向けた

出前講座を行っております。 
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 意見の内容 本市の考え方 

12 

副学籍による交流教育の推進よりも、個

別級と交流級、または個別級の中にも幅

広くいろいろなタイプの方がいるので、

その中でお互いの理解が深まる取組が

必要なのではと思っておりましたが、

「手引きがあり改訂される」との事で、

副学籍による交流教育が行われる事か

ら良い影響に繋がる事もあるのかもし

れないと思いました。 

頂いた御意見を踏まえ、引き続き、一般

学級と個別支援学級の交流を推進すると

ともに、副学籍による特別支援学校の子

ども達と地域の学校との交流及び共同学

習を推進します。 

13 

親亡き後が一番心配です。横浜市には

「後見的支援制度」がありますが、「具体

的な課題を直接解決するのではなく、見

守りの中で支援する」という腰の引けた

制度という感じを否めません。介護保険

のように、障害者個別毎に担当するケア

マネージャーを決めて地域生活を支援

する体制を作ってほしい。  

介護保険制度における介護支援専門員

（ケアマネジャー）と同様に、障害福祉

サービスにおいても相談支援専門員によ

る支援が実践されています。この相談支

援専門員は障害福祉サービス等を利用す

る方を対象としており、障害のある本人

の今後の生活の希望等を踏まえたサービ

ス等利用計画を作成するとともに、定期

的な訪問による状況確認やサービス調整

等により、障害のある方の地域生活を支

援しています。 

14 

障害別あるいは機能的にさまざまな相

談窓口や支援機関が区別にあるいは方

面別にあり、複雑でわかりにくいと思い

ます。市民説明会の資料に相談システム

の整理とありますが、法人地活が交通整

理をするような位置づけにしたらよい

と思います。 

社会福祉法人型地域活動ホームに設置し

ている基幹相談支援センターは、区役所

や精神障害者生活支援センターととも

に、地域の相談支援の中核機関として位

置づけています。 

15 

ご家族等が近くにおられることが力強

く安心のことと思いますが、内なる深刻

な心の悩みは、総てを熟知、信のおける

権威なる窓口が要。ここから個々の専門

相談支援部門へ連携アシストをして流

れをつくる。こころの悩みの初期段階で

相談総てをジャストタイムで対応する

窓口を区役所に設置。 

区役所及び基幹相談支援センターでは、

障害種別を問わずあらゆる相談に対応

し、精神障害者生活支援センターととも

に、問題が深刻化する前の早い段階で適

切な支援を届けられるよう取り組んでい

ます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

16 

相談支援について。利用者の周知も必要

だが、相談員の研修もやってほしい。頼

りにならない。３つあるが、家族が伴っ

ていない。職員の充実を。 

本市が主催で相談支援従事者を対象とし

た研修を実施しています。また、各区障

害者自立支援協議会相談支援部会におい

ても、相談支援従事者を対象とした研修

や事例検討会等を開催し、人材育成に取

り組んでいます。 

17 

ピアサポートの専門員の養成研修を社

会復帰促進センターに委託しているが

精神障害もやってほしい。やりますと明

記してほしい。確かにいろいろやってい

るが、身体障害・知的障害についてが中

心である。この間精神の施策は後退して

いる。 

ピア相談事業は、横浜市障害者社会参加

推進センターへの委託により実施してい

ます。精神障害のある方からの相談が多

い状況にあります。 

18 

取組１－２相談・支援について。ピアサ

ポート専門員の養成研修について「社会

参加推進センターに設置するピア相談

センターでの当事者相談を検証し、当事

者による相談支援を推進します。」とな

っているが、この中に精神障害者を対象

とした事業は行っていない。精神の当事

者のピアサポート専門員研修を明記し

てください。 

ピア相談事業は、横浜市障害者社会参加

推進センターへの委託により実施してい

ます。精神障害の分野では、御家族によ

る当事者相談を実施しています。 

テーマ２ 住む、そして暮らす 

19 

親が体を壊したとき、施設・グループ

ホームと選べる事ができない現状で

す。施設しかなかったとき、生活は一

変します。今までできた事が全てでき

なくなります。何もできなくただ生き

ているだけになります。せめて他の活

動ホーム等にディサービスを受け入れ

ていただければ、昼間の生活が充実し

ます。 

地域活動ホームでは、一時ケア事業やシ

ョートステイを実施しており、緊急時等

の一時的な受入れを行っています。また、

日中一時支援事業や短期入所事業を実施

している施設でも同様の受入れを行って

います。 

20 
グループホーム等、住まい整備を進めて

ください。 

障害者グループホームについては、毎年

200 人分のグループホームを新設するこ

とを推進しています。 
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 意見の内容 本市の考え方 

21 

退院からグループホームへの移行には、

ハードルが高い。その中間の支援制度は

ないのか 

国では、障害者支援施設等の入所中又は

精神科病院に入院中に、グループホーム

等の空室を活用し、体験的な宿泊支援を

行うことによって円滑な移行につなげて

いくことを想定しています。 

22 

一番できていない行動障害をどう解決

するのか、グループホームの数だけでな

く検討して欲しい。 

行動障害については、障害福祉サービス

事業所等に向けた支援力向上に係る研修

や、発達障害者地域支援マネジャーによ

るコンサルテーション等を行っていま

す。 

23 

高齢者向けのグループホームというの

がこれからニーズが高まってくると思

う。 

グループホームのバリアフリー改修など

高齢化等に対応する「高齢化・重度化対

応バリアフリー改修事業」を着実に推進

します。 

24 

退院促進は進んでいるのでしょうか。ピ

アサポーターを活用した退院促進を望

みます。 

障害者支援施設等に入所又は精神科病院

に入院している障害者等の地域移行につ

いては、引き続き推進してまいります。 

25 

居住支援政策を全体的に作ってほしい。

長期入院の受け皿の整備が障害者プラ

ンに明記されていない。 

本市では、精神障害者の地域生活を支援

するための精神障害者生活支援センター

を各区に設置し、身近な地域での支援に

取り組んでいます。精神科病院に入院し

ている患者の早期退院を目的に、地域へ

の移行・定着を促進するため、保健、医

療、福祉関係者による協議の場を設ける

など、精神障害者に対応した地域包括ケ

アシステムを構築してまいります。 

26 

訪問介護の充実を図り、在宅やグループ

ホームに住む障害者を一緒に支えて欲

しい。 

頂いた御意見を踏まえ、今後も推進して

まいります。 

27 

加齢に伴い医ケアが必要になると、重心

をやっていない法人が医ケアをするこ

とになるので、こうしたものは必要。さ

らに、訪看の充実も必要。 

医療的ケア児・者等に対し、医療と福祉

などの多分野にまたがる支援の利用など

を調整するコーディネーターを配置し、

総合的かつ包括的な支援の提供を図りま

す。 
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 意見の内容 本市の考え方 

28 

障害のある方が、一刻も早く安心して地

域の中で生活できるようにその支援機

能を持った拠点の早急な整備をお願い

したい。 

本市では、障害のある方が安心して地域

で暮らせるよう法人型地域活動ホームや

精神障害者生活支援センターを整備して

きました。 

今後、これらの施設が連携して相談、緊

急時の受入れ、グループホームの空き状

況の集約等を行うネットワーク型の「地

域生活支援拠点」の機能を 18 区に構築す

るなど生活支援の強化を図ります。 

テーマ３ 毎日を安心して健やかに過ごす 

29 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

長い期間見てくれるかかりつけの病院

をもっと増やしてほしい。 

疾病や障害児・者の支援に必要な知識・

技術の向上を図り、障害特性を理解した

医療従事者を育成するための研修を引き

続き実施し、医療環境の充実に努めます。 

30 

知的障害者対応専門外来について市内

３病院で実施中ということですが、その

医療サービスを充実させることを検討

して欲しい。例えば、「サービス日数の増

加」や「予防医療の観点から人間ドック

などの受付実施」「病院の数を増加」など

が挙げられる。よろしくお願いします。 

専門外来については、平成 29 年度中に４

病院目の実施を予定しています。医療サ

ービスの充実や日数の増加については、

今後検討します。 

31 

制度の谷間に陥っている当事者（医療ケ

ア等）の施策への配慮をお願いいたしま

す。 

計画を推進するにあたり、頂いた御意見

を参考にさせて頂きます。 

32 

生命の危機、心強い安心を頂きました。

効あるものに向けてクイック対応、円滑

な情報を発信してください。 

引き続き精神科救急医療体制を推進して

いきます。 

33 

「3-2.バリアフリーの推進（詳細版 

P51 関連）」について。 

バリアフリー基本構想の更なる新規策

定・推進をお願いいたします。 

これまで 18 区 26 駅周辺においてバリア

フリー基本構想を策定しました。引き続

き駅周辺におけるバリアフリー基本構想

の策定に取り組んでまいります。 
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34 

学校施設のバリアフリーについて、エレ

ベーターの設置を早急に進めるべきで

す。エレベータがなければ、車いすの児

童はインクルーシブ教育にも参加が困

難であり、車いすの児童の入学・通学を

そもそも認めていないような姿勢に見

える。 

車椅子を使用する児童・生徒の在籍状況

などに基づき、学校と協議の上で整備を

進めています。 

35 

公共交通機関のバリアフリー化につい

て、ノンステップバスの普及が全く足り

ていません。車いすでは乗れない。早急

に改善してゆくようにしていただきた

い。 

本市では、民営バス事業者等に対して、

ノンステップバス車両購入費の一部に補

助金を出し、導入を推進しています。今

後も、ノンステップバスの普及促進を図

ることにより、高齢の方や障害のある

方々の公共交通機関の利用環境を改善

し、福祉のまちづくりを推進してまいり

ます。 

36 
市民後見人バンク登録者の養成、確保に

ついても積極的に進めてください。 

既に第３期養成まで終了していますが、

市民後見人の受任状況を踏まえ、今後の

養成について検討を進めてまいります。 

37 

障害者支援施設のスタッフによるひど

すぎる事件や実際に学校の先生が手を

上げたり、酷い扱いをするところを見た

り聞いたりします。自分に何があったか

伝える事ができない子もいます。明るみ

に出ていない方が多いかもしれません。

監視カメラはスタッフが自由に操作で

きるでは意味がありません。きっちとし

た管理の上で、第三者にお願いするなど

子ども達を守るために必要だと思いま

す。 

学校教育の場で、御指摘のようなことが

起きないよう、引き続き、障害理解や指

導方法についての校内研修を実施してい

きます。 

また、障害者虐待の防止に向けて、今後

も周知啓発や研修を行ってくとともに、

案件が生じた場合は施設等に訪問し状況

の把握を行ってまいります。 

テーマ４ いきる力を学び・育む 

38 

地域訓練会について、推進とのことで

すが、児童発達支援事業所の増加によ

ってさらに利用者が減るようにも思い

ます。訓練会には大切な役割があると

思いますので、広く周知、支援してい

ただければと思います。 

関係機関とともに、地域訓練会活動の分

かりやすい周知に引き続き取り組むとと

もに、参加しやすい工夫等を検討してま

いります。 
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39 

各サービスを計画に基づき充実してい

くことは重要ですが、それとともにサー

ビスの質を確保する方策も必要ではあ

ると考えます。特に計画を上回る実績が

達成できているサービスについてはこ

の点が重要であると思います。（放課後

デイサービス、就労移行支援事業など） 

放課後等デイサービス事業については、

現在も事業所への実地指導や研修を行

い、サービスの質の確保に向けての取り

組みを実施しておりますが、今後も質の

確保にも努めながら計画を推進してまい

ります。 

40 

児童発達支援と放課後等デイサービス

が目標値を上まわる量となっており、さ

らに増やす計画となっています。 

急激に増えており、質はどうなのか、あ

る程度の療育の質が保たれているのか、

心配です。 

現在も事業所への実地指導や研修等を行

い、サービスの質の確保に向けた取り組

みを実施しています。今後も質の確保に

も努めながら計画を推進します。 

41 

放課後等における居場所の充実につい

てでは、放課後デイサービスの事業所

は、丁寧なところと雑なところの差が激

しく、運営の不十分な事業所について、

きちんとした行政の指導を期待します。 

現在も事業所への実地指導や研修等を行

い、サービスの質の確保に向けての取り

組みを実施しておりますが、今後も質の

確保にも努めながら計画を推進してまい

ります。 

42 

中間見直し詳細版 69 ページに掲載さ

れている「私立幼稚園等特別支援教育費 

補助事業」について利用目的が不明瞭で

す。障害児への支援職員の配置を実施し

ている園もある一方、スタッフ配置はあ

りません。特に施設面や教材等の特別な

配慮も得られない円もあり、補助金が何

に使われているか全く分からない園も

あります。各園での補助金の額や何に使

われたのかを明示できるよう、指導・義

務化してほしいです。まずは各園での利

用状況を調査して欲しいです。横浜市は

公立幼稚園がありませんので「私立の学

校法人の方針や経営については口出し

できない」という理由は許されないと思

います。 

人件費や教材・教具の購入や障害に関す

る研修会参加や医療機関との相談連絡な

ど、特別な支援が必要な園児の教育に役

立てる経費に対して補助をしておりま

す。頂いた御意見を踏まえ、特別支援教

育の振興となるよう、着実に計画を推進

してまいります。 
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43 

私立幼稚園の経費の一部を補助し、障害

児の教育に役立てる特別支援教育費補

助事業とあるが、実際は、「補助金が少な

く加配先生を雇えるほどではないので、

別の用途に使った」と園長から言われ

た。幼稚園等の教育者の指導をしてほし

い。 

特別な支援が必要な園児の教育に役立て

る経費に対して補助をしております。頂

いた御意見を踏まえ、特別支援教育の振

興となるよう、着実に計画を推進してま

いります。 

44 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。 

・ガイドヘルパーさんを増やして欲し

い。 

本市では平成 22 年度から、ガイドヘルパ

ー等の資格取得のための研修受講料の一

部を助成し、人材確保を図っています。

今後も継続して事業を行うことにより、

多くのガイドヘルパー育成に努めます。 

テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

45 

障害者でも差別なき企業で働ける事を

望みます。自立できることが大切だと

思うので、働ける人は、一般の方同様

賃金であることが良いと思います。 

企業の障害者雇用の促進を図るため、セ

ミナーやシンポジウム等を開催していま

す。神奈川労働局や県と連携し、企業の

相談にも対応します。 

46 

もっと仕事ができますようにしてくだ

さい。一般の仕事をやりたいです。増や

しほしい。仕事をです。 

施設から一般就労への移行を推進するた

め、施設の職員を対象に障害者を雇用する

企業での就業体験を実施するなど職員の就

労支援スキルの向上や就労に向けた意識付

けに取り組んでいます。 

併せて、就労支援センターによる支援や、セ

ミナー等を通じ、企業への啓発を進めます。 

47 
働く場・賃金の昇給（作業所など）を求

む 

よこはま障害者共同受注総合センターを

設置し、企業・行政から障害者施設への

発注を増やすことにより、社会参加の促

進や工賃の向上を図っています。 

48 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。 

・車椅子タクシーを増やして欲しい。今

は台数や会社が限られてしまっている

為、断られてしまう事が多く、利用した

いときに使えない。 

ユニバーサルデザインタクシー（ＵＤタ

クシー）については、車両購入費の一部

を補助し、導入を推進しており、平成 24

年度から 28 年度までに累計 76 台の補助

を行いました。引き続き普及促進に取り

組みます。 
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49 

電動車椅子でも乗れるＵＤタクシーが

ありません。重度の人でも乗れるＵＤタ

クシーを増やしてほしい。 

ユニバーサルデザインタクシー（ＵＤタ

クシー）については、車両購入費の一部

を補助し、導入を推進しており、平成 24

年度から 28 年度までに累計 76 台の補助

を行いました。引き続き普及促進に取り

組みます。 

50 

移動支援は社会参加・教育など人として

極めて根源的な権利を保障するために

欠かせないものです。現在語られている

課題はすでにとっくに明らかになって

いるものであり、解決のための具体的な

取り組みを進めてください。特に通学が

滞っていることの重大さを認識してく

ださい。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

51 

2020 オリンピック・パラリンピックの東

京開催は、障害者スポーツ・文化活動を

日本に根付かせる絶好のチャンスであ

ると思います。今回のプランの見直し

は、まさに時期が重なり、横浜での取組

が期待されます。障害がある人もない人

も、共にスポーツや文化を楽しむムーブ

メントを起こし、それを横浜でのレガシ

ーにできれば素晴らしいと思います。そ

のためには総合的に行うではなく、戦略

が必要であると考えます。幸い文化芸術

面ではパラトリエンナーレや心魂プロ

ジェクトにより舞台芸術において横浜

らしい先駆的な取組があります。また、

スポーツではボッチャが特色があり、気

軽に取組めることから、市内各地で障害

のある人もない人もともに楽しむ機会

が増えているように思います。こうした

動きを支援し、2020 に「横浜」を内外に

発信できたら素晴らしいと思います。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック

は、障害者スポーツ・文化活動支援の好

機として捉えており、着実に取組を推進

します。 
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計画全体に関する意見等 

52 

元の自分にと寛解へと就労の期待を目

前に自死、薬物の副作用に手遅れの身

体合併症など、多くの方がＱＯＬの負

が重く短命です。精神障害者の生きう

る権利の支援の助として調査統計をお

願いしたい。 

精神障害のある方が、地域で安心して自

分らしい暮らしをすることができるよ

う、保健・医療・福祉の関係機関が連携

して、地域生活を支援します。調査統計

については、「よこはま保健医療プラン」

に掲載しています。 

53 

法改正により障害児福祉計画を切り分

ける形になりましたが、障害児者のサー

ビスの一貫性が失われることのないよ

う十分配慮をお願いします。 

本プランは、「ライフステージを通じた一

貫した支援」への視点を持ち、今後も障

害児・者の施策を一体的に中・長期的な

ビジョンを持って推進してまいります。 

 

（2）計画に反映するものや、今後対応していくもの 

 意見の内容 本市の考え方 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 

１ 

取組１－１普及啓発について。地域共

生社会に向けた取り組みについて、何

をするのか何も書いていない。具体策

を明示してほしい。 

地域共生社会の取組として、障害者週間

等を利用し、各区地域に応じた普及啓発

の取組について記載したいと考えます。 

２ 

４校種図画工作・美術・書道作品展特

別支援教育部門〜つたえたい ぼくのお

もい わたしのきもち〜の開催につい

て、○となっていますが、私は知る機

会がありませんでした。私自身が広報

などを見落としていたのかもしれませ

んが、もう少し広報をして、より多く

の方が参加できるようにするべきでは

ないか、350 万人のうちの 1万人ではま

だ少ないと思います。 

頂いた御意見を踏まえ、より一層の事業

周知・啓発に生かしてまいります。 

３ 

障害者理解といっても、小さい頃から

健常者と分かれている。教育委員会は

無理というが、やはり統合教育を推進

してください。 

引き続き、インクルーシブ教育システム

の構築に向けて、取り組んでまいります。 

４ 
計画相談事業所を増やし、その運営を

支え、基盤を強くしてほしい。 

計画相談支援の推進に向けて、取組を進

めてまいります。 
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５ 

計画相談支援について。平成 29 年度

245,000 人に対し実績見込み 8,000 人。

平成 30 年度以降、実績を上げるための

具体策は、どうするのか。100 パーセン

ト達成するための具体策を明記してく

ださい。 

頂いた御意見を踏まえ、目標達成に向け

た具体策を明記します。なお、現在は、

計画相談支援の推進に向けて、制度運用

のルールを見直し、より実効性の高い取

り組みを進めています。また、計画相談

支援を実施する事業所の増に向け、引き

続き本市全体で取り組みを進めます。 

６ 
計画相談について、今後どのように変

わっていくのか教えてほしい。 

計画相談支援は、国の方針で平成 27 年度

から障害福祉サービス等を利用する全て

の方が対象となりました。現在本市では、

当事者や御家族が「サービスについての意

向確認書」を区役所に申請し、サービスの

支給決定を行っています。この取扱いにつ

いては、計画相談支援が充足するまでの過

渡期の対応であるため、平成 30 年度末ま

でに終了し、それ以降は、計画相談支援の

利用もしくは自分自身でサービス等利用

計画を作成するセルフプランへの全面的

な移行を目指します。 

７ 

手話通訳や要約筆記者の派遣について

は書かれているが、視覚障害者にとっ

ては点字の情報がまず必要で、次に必

要なのが音訳の情報。こういったこと

が全く記されていない。全く考えられ

ていないのか。 

コミュニケーションに配慮が必要な人

の対応に当たっては、配慮に係る本人の

意向を確認し、障害に応じた配慮を適切

に行いながら、情報の保障に取り組むこ

ととしています。 

８ 

わかりやすく漢字やカタカナにはかな

を振っていますが、内容的な部分は障

害を持っている私たちには理解できな

いと思います。文書が難しすぎます。

頭が痛くなりそうです。もっと簡単に

わかりやすくしていただきたいと思い

ます。そして何をご意見として出して

いいかよくわかりません。 

漢字やカタカナにルビをふるだけでな

く、分かりやすい言葉や表現を使った

り、説明で補ったりするなど配慮しま

す。また、プラン策定時に発行した「誰

にでも分かりやすい版」の改訂版も策定

する予定です。 
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テーマ２ 住む、そして暮らす 

９ 

地域包括ケアシステムの構築 新規に

ついて。具体的中身は何か、何も記載

なし。具体策を記載してください。 

地域包括ケアシステムは、精神科病院へ

の長期入院患者の早期退院を目的に、地

域移行、地域定着の取組を地域で包括的

に支援してく事業です。 

頂いた御意見を踏まえ、具体策を明記し

ます。 

10 

１）精神病床における１年以上の長期入

院患者数（65歳以上）新規 

２同上 65歳未満 

３）精神病床における早期退院率 ３か

月、６か月、１年 

以上、国家事業の詳細を示した後、地域の

実情等を基に設定することとなってい

る。横浜市においても各年度ごとの目標

数値を作成し、平成18年３月までに国に

報告することとなっており、その数値目

標を障害者プランに明記してください。 

国からの数値目標が出され次第、本市プ

ランに記載します。 

11 

精神障害者が 1人暮らしをしようと賃貸

アパートを探そうとすると、借りるのが

難しいとよく聞きます。市が借り上げる

などして希望するところに住めるよう

にしてほしいです。 

国により、新たな住宅セーフティネット

制度として、一定の基準を満たす空き家

等の登録制度に加え、住宅相談や居住支

援を行う法人の指定制度が創設されまし

た。本市においても制度を活用し、障害

者の居住確保に向けた取組を進めます。 

12 

精神障害者が、一人暮らしをしようと、

賃貸アパートを探そうとすると、借りる

のが、大変難しい、とよく聞きます。 

将来、一人暮らしをすることを考える

と、市が借り上げるなどして、精神障害

者が希望するところに住めるようにし

てほしいです。 

国により、新たな住宅セーフティネット

制度として、一定の基準を満たす空き家

等の登録制度に加え、住宅相談や居住支

援を行う法人の指定制度が創設されまし

た。本市においても制度を活用し、障害

者の居住確保に向けた取組を進めます。 

13 

民間住宅入居の促進について。国土交通

省の空き家等を活用した住宅セーフテ

ィーネット制度の活用を明記してくだ

さい。 

国により、新たな住宅セーフティネット

制度として、一定の基準を満たす空き家

等の登録制度に加え、住宅相談や居住支

援を行う法人の指定制度が創設されまし

た。本市においても制度を活用し、障害

者の居住確保に向けた取組を進めます。 
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14 
地域生活支援拠点について詳しく説明

をしてほしい。 

障害者の高齢化・重度化や親亡き後に備

え、居住支援のための機能として、地域

生活支援拠点を整備します。この拠点は、

相談・緊急時の受入れ・グループホーム

等の空き状況の集約等の取組をする予定

です。 

テーマ３ 毎日を安心して健やかに過ごす 

15 

精神科救急での効果と実績を数字で明

記してほしい。実際には機能していな

く受入れができていない。グループホ

ーム入居者の影響や、警察対応にひっ

かからない方は、救急で受入れをして

くれなくては、他に行き場がない。 

頂いた御意見を踏まえ、改訂版において

実績数を掲載したいと考えます。また、

輪番病院の不足がないようにさらに救急

対応ベッドの増加を目指し、引続き精神

科救急情報窓口等において相談を実施し

てまいります。 

テーマ４ いきる力を学び・育む 

16 

取組 4-1 療育について。障害児のサー

ビスについても、他のサービスと同様

に、人日だけでなく、人分の記載をお

願いしたい。 

障害児のサービスについては、延べ人数

を「人日」で標記していますが、利用人

数についても重要な指標であることか

ら、今後、計画を推進するにあたり頂い

た御意見を反映させて頂きます。 

17 

グループホーム等増設する件について

現場は器が出来ていても関わる人員の

確保が非常に難しい。特に女性職員の確

保が出来ない為待機者が多数います。人

材の育成と確保を是非検討して貰いた

い。 

人材不足については、本市でも喫緊の課

題であると認識をしております。また現

在働いている方の職場定着についても大

きな要素があります。職場環境等も含め、

頂いた御意見を参考に、ヒアリング等を

実施し、福祉人材の確保に向けた取組を

一層推進してまいります。 

18 

人材不足について、私自身のまわりでは

ホームヘルパーの資格を持っている方

がたくさん居ます。しかし資格だけで終

わっていて働いている方はほんの少し

です。長続きしない現状があるのだと思

います。その方たちに素直な意見を伺う

のも何かの解決策につながるのではな

いでしょうか。 

人材不足については、本市でも喫緊の課

題であると認識をしております。また現

在働いている方の職場定着についても大

きな要素があります。職場環境等も含め、

頂いた御意見を参考に、ヒアリング等を

実施し、福祉人材の確保に向けた取組を

一層推進してまいります。 
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19 

ホームヘルパーを探すのに非常に苦労し

た現実があり、本当に施設がだめなのか、

グループホームからさらに地域にいかな

ければならないのかといったときに、支

える人材が無いのに、考えは素晴らしい

が、若い方でヘルパーさんが居ないなか、

どうやって支えていくのかと思う。 

人材不足については、本市でも喫緊の課

題であると認識をしております。また現

在働いている方の職場定着についても大

きな要素があります。職場環境等も含め、

頂いた御意見を参考に、ヒアリング等を

実施し、福祉人材の確保に向けた取組を

一層推進してまいります。 

20 

現場で人が居ないということが課題だと

思っています。私どもの行っているところ

でも女性の方の関わる人材が居ないため、

市からは作ってもいいと言われているが、

人が集まりません。いつも思っていること

は横浜市として人材の育成機関を作って

いただけないかということ。そこがクリア

されないといつまで経っても、このぐらい

作りますよ、このぐらい人数が入れますよ

といってもそこに関わる人たちが確保で

きなければこの問題は解決しないと思う。

是非検討していただきたい。 

人材不足については、本市でも喫緊の課

題であると認識をしております。また現

在働いている方の職場定着についても大

きな要素があります。職場環境等も含め、

頂いた御意見を参考に、ヒアリング等を

実施し、福祉人材の確保に向けた取組を

一層推進してまいります。 

21 

福祉職のアピールを、様々な面でイベン

トも年中のものにして人材確保を取組

んでほしい。 

平成 27 年度には「福祉のしごとフェア」

に関連団体と参画しましたが、参加者が少

なく苦慮しています。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保に向

けた取組を一層推進してまいります。 

テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

22 障害者のアートの支援を希望します。 

障害者が主体的に文化芸術活動へ参加す

る環境を整備するため、人材育成研修、

ジャンルを問わない企画展の開催等を通

じて、関係団体をネットワーク化し、協

議会機能の構築を目指していきます。 

計画全体に関する意見等 

23 

放課後等デイサービス事業の数値目標を

巡って、国の制度がどうなるか分からな

いため、数値を目標を立てていないとい

うことですが、横浜市としての、数値目

標があると思うのですが、今回の数値目

標は押しなべてそうなのですか？ 

国の制度改正が予定されるものについて

は、制度の動向を踏まえて、今後数値目

標の策定を検討してまいります。 
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24 

その他について。第３期横浜市障害者

プランで、やまゆり園の事件に触れて

いない。前文で明確に触れることが必

要。やまゆり園には、横浜市からも多

くの入所者が送られており、障害者プ

ランにも何も記載しないことには、理

解しがたい。 

「津久井やまゆり園」で発生した事件は、

大きな衝撃と不安を与えました。一人ひ

とりが障害者への理解を深め、偏見や差

別を無くすことが重要と考え、またこの

ような事件が二度と起こらないよう、共

生社会の実現に向けた本市の決意をプラ

ンに掲載します。 

 

（3）計画推進の参考とさせて頂くもの 

 意見の内容 本市の考え方 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 

１ 

「１－１普及啓発」の中で「健常者が

障害を理解し」という表現が気になり

ました。「健常」という言葉には「障害

がないこと＝プラスイメージ」の価値

観が拭いきれないように思います。障

害（者）への理解を推進される部署が

用いられることには少し違和感があり

ます。「障害のない人」と記載すれば良

いのではないでしょうか。 

頂いた御意見は、今後の事業を展開する

上での参考とさせて頂きます。 

２ 

各区の普及・啓発活動の促進について、

○となっていますが、充分な促進活動が

されているとは感じられません。例え

ば、障害児のいる家庭にメールなどでも

定期的な情報の提供や意見の聴取をし、

ニーズを拾い、政策に活かしてゆくこと

が必要だと思います。 

市民説明会の開催や関係団体等との意見

交換会等の場を活用し、本人・家族・事

業所の方々から、様々な御意見を頂きな

がら進めてまいります。 

３ 

学齢期児童及び保護者への障害理解啓

発について、○となっていますが、まだ

まだ不十分です。学齢期児童も保護者も

理解している方が極めて少ないと日常

的に感じますし、実際に理解されていな

いなと思うことがたびたびです。厳しい

かもしれませんが、○となっていること

が疑問です。 

28 年度には、健康福祉局と教育委員会事

務局の共同により、学校教職員向けの障

害理解のための冊子を作成するなど取り

組んできたところです。 

今後も健康福祉局と教育委員会事務局、

当事者団体等と連携し引き続き、障害理

解・啓発に取り組んでまいります。 
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４ 

学校の先生に理解を促す資料を作った

との事ですが、先生の中にも障害を誤解

している(甘えている・嫌がることはさ

せなくてもいいなど)場合があります。

さらに理解が深まるような研修などを

教育委員会と連携してほしいです。 

今後も健康福祉局と教育委員会事務局、

当事者団体等と連携し、障害理解に向け

た取組を推進してまいります。御意見の

趣旨は、具体的な事業や取組を行うにあ

たっての参考にさせて頂きます。 

５ 

自由に意見を述べられるようなので書か

せていただきます。 

ふくまち横浜などとは論外です。勝手な意

見を書かせていただきます。緑区役所の対

応にはあきれてしまいました。横浜市全体

がそうなんでしょうね。国際シンボルマー

クを理解せずに表示すべきではありませ

ん。それも区役所の駐車場ですよ 

車いす利用者専用と言い切られました。

まったくもって残念ですね。メールその

ものは消えてしまいましたので記録と

して残しておいた元ネタを以下に切貼

りします。 

当時のやりとりは残っていると思いま

すがクレームは消されてる？かもしれ

ませんね。今日から緑区役所の駐車場が

どうなったのか興味津々ですが HP にも

案内は出ていませんので解りません。 

頂いた御意見を踏まえ、国際シンボルマ

ークをはじめとした障害に関するマーク

への理解・啓発に関する取組を進めてま

いります。 

６ 

1-1.副学籍による交流教育及び共同学

習（詳細版 P4 関係）副学籍交流に関し

てですが、特別支援学校から地域の副学

籍校に交流に行く際に、支援学校の先生

が付き添える回数が学校により決まっ

ていたりするので、回数をたくさん行い

たくても行えない。という現状もありま

す。希望通りの回数が行えるよう先生の

付き添いの回数の制限を無くしていた

だきたいと考えます。 

頂いた御意見を踏まえ、副学籍交流の充

実に向けて検討してまいります。 
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７ 

計画相談について、現状 30 数パーセント

という話があるなか、平成 30 年度末で意

向確認書が終了ということで１年半を

切ってしまっている。実際に平成 30 年度

末で終了というところは現実的には厳

しいのではないかというふうに感じて

いるが、そろそろ横浜市としての策があ

れば伺いたい。 

計画相談支援は、国の方針で平成 27 年度

から障害福祉サービス等を利用する全て

の方が対象となりました。現在本市では、

当事者や御家族が「サービスについての意

向確認書」を区役所に申請し、サービスの

支給決定を行っています。この取扱いにつ

いては、計画相談支援が充足するまでの過

渡期の対応であるため、平成 30 年度末ま

でに終了し、それ以降は、計画相談支援の

利用もしくは自分自身でサービス等利用

計画を作成するセルフプランへの全面的

な移行を目指します。 

８ 

計画相談の実施状況がなかなか達成し

ておらず、所属しているグループホーム

でもまだ 20％程度です。法人の方でも計

画相談が出来ておらず非常に苦しい状

況です。そのような中、介護保険のケア

マネジャーと比べるとモニタリングの

数が問題になっていると思います。 

介護保険の対象者と比べ、本人の状態が

短期間ではそれほど変わらない中、ケア

マネジャーのモニタリングは毎月とな

っているが、計画相談では毎月、その後

は半年となっています。そこに報酬の違

いがあるのかと思います。また、報酬だ

けでなく、障害者ご本人にとっても毎月

モニタリングに来ていただけるのはと

ても有益なことだと思います。また、グ

ループホームの職員としても毎月他の

方が来てくださるのは、区のケースワー

カーがなかなか忙しくて来られないの

でありがたく、そのことを検討していた

だければと思います。 

モニタリングは、利用者本人の状態に合

わせて柔軟に設定できるものとされてお

り、本市としても居住形態に関わらず、

３か月に１回程度のモニタリングが望ま

しいとして推奨しています。 

  



- 23 - 
 

 意見の内容 本市の考え方 

９ 

障害者の地域移行や親元からの独立単

身生活を進めるにおいて、相談支援や自

立支援アシスタント的な支援もとても

大事ですが、今日の御飯を作り、入浴就

寝まで寄り添う生活そのものを支える

居宅介護の供給の絶対量が不足してい

ます。 

緊急性がなければ自分で事業所を探す現

状も大変ですし、頼りにしたい計画相談

も数が少なく、セルフプランにせざるを

得ない。また、青年期以降の地域生活自立

を支えるだけの資源を計画相談事業所自

体がお持ちなのか不安になります。 

明日、親がいなくなった時に誰が彼らの

毎日を 支えるのか、具体的なプランや

事業所を提示してください。 

計画相談支援の推進に向けては、市域全

体で取組を進めてまいります。また、各

区障害者自立支援協議会を中心として、

障害のある方の地域生活を多面的に支え

る体制を整えていき、親なき後も安心し

て暮らせる地域社会の実現に取り組みま

す。 

10 

知的障害者二人の息子をもつ 50 代保護者

です。入所施設やグループホームからの地

域移行を図る横浜市の方針を推進するに

あたり生活を支える支援資源は「保護者」

「きょうだい児」といった親族にならない

ようお願いいたします。長い期間、大切に

療育しても支援者なくして日常を送るこ

とに困難さが残るのが「障害者」です。入

所施設やグループホームが担ってきた支

援を誰が引き受けていくのでしょうか。 

地域における居宅介護（家事支援、身体介

護）を個別、マンツーマン行うだけの人的

資源の見通しはあるのでしょうか。障害の

特性上、市販の弁当や配達の弁当等では対

応できないこともありますし、衛生状況、

お金の管理を日々見守ることが自アシや

今後始まる支援制度で十分とは思えませ

ん。 

また、希望する際にはいつでも計画支援や

ケースワーカーから早急に支援につなが

れるようお願いいたします。 

頂いた御意見を踏まえ、計画相談支援の

推進に向けて、様々な取組を進めてまい

ります。 
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11 

計画相談は質を高めることと対象人数

を増やすことが両立できないという構

造があり、これを変えない限り事業とし

て成り立ちません。事業者の努力ではな

く、質と量を両立しうる予算措置をして

ください。また、『達成率ありきではな

く、ケアマネジメント的視点が大切だか

ら計画相談を進める』とのことでしたの

で、市町村事業の利用者においても同様

にケアマネジメント的視点が導入でき

る仕組みを作ってください。 

計画相談支援は障害福祉サービス等を利

用する方が対象となっているため、市町

村事業のみを利用している方には、区役

所、基幹相談支援センター及び精神障害

者生活支援センターによるケアマネジメ

ントを推進します。 

12 

「1-2.計画相談支援利用者数（詳細版 

P7 関係）」について。計画相談支援です

が、利用したくても事業者から手が足り

ないので受けられない。と断られている

現状があります。そのような現状の中、

セルフプランでの申請を H30 年度末で終

了するということは切り捨てだと感じ

ます。セルフプランを認めているのでい

つまでも計画相談の利用が進まない訳

ではないということをご理解していた

だきたいと思います。 

計画相談支援は、国の方針で平成 27 年度

から障害福祉サービス等を利用する全て

の方が対象となりました。現在本市では、

当事者や御家族が「サービスについての意

向確認書」を区役所に申請し、サービスの

支給決定を行っています。この取扱いにつ

いては、計画相談支援が充足するまでの過

渡期の対応であるため、平成 30 年度末ま

でに終了し、それ以降は、計画相談支援の

利用もしくは自分自身でサービス等利用

計画を作成するセルフプランへの全面的

な移行を目指します。 

13 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

訪問サービスを充実させて欲しい。（在

宅での生活を希望） 

頂いた御意見を踏まえ、今後も推進して

いきます。 
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14 

今後 1年半ほどで、計画相談支援の利用者

を3倍以上に増やすために、事業者への申

請勧奨やモニタリング設定基準の整理等

検討されていますが、報酬の上乗せなどの

横浜市独自加算などもう一歩踏み込んだ

対応がないと新規参入事業所の増加や既

存計画相談事業所の利用者増は相当厳し

く、プランの目標達成にはいたらないと思

います。また成人の障害当事者によるセル

フプラン作成をより尊重してください。本

人だけでは作成は難しいけれでも、必要な

支援を受けたり、サービス等利用計画を当

事者が作成しやすい様式（ルビを振るな

ど）にするなど合理的配慮を行うことでセ

ルフプランを作れる当事者は一定数いる

と思われます。ただし短期間に事業所数を

増やす事だけを目標にすると、相談支援の

質が担保できるのか懸念があります。自立

支援協議会や基幹相談支援事業所の計画

相談事業所への働きかけなど丁寧に行っ

てください。 

頂きました御意見を踏まえ、今後の施策

の参考とさせて頂きます。 

15 

計画相談等が実際に進みが悪い上に、法

人負担が大きいばかりで何を期待でき

るのか。国に考え方を市としてどう咀嚼

して、実行に移す計画でいるのか。特に

モニタリング機能は法人利用者の相談

を同じ法人の基幹相談がやっていても

福祉サービスの向上という点では実効

性があがらないことを危惧している。 

計画相談支援では、第三者の立場として

障害福祉サービス等の客観的な評価を含

んでいます。頂きました御意見を踏まえ、

今後の施策の参考とさせて頂きます。 

16 

計画相談は 100％は不可能ではないか。

個別支援計画で 1サービスの利用だけな

ら、それを活用し、2 つ以上のサービス

を受けている場合には計画相談を利用

するというように、工夫していかないと

難しい。 

サービスの利用内容を問わず、相談支援

を必要としている方に適切な相談支援を

届けられるよう、今後取組を進めてまい

ります。 
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17 

地域自立支援協議会がこれまでにどん

な成果をもたらしたのか、これから何を

もたらすべきなのかを具体的に示して

ください。 

本市では、区域、ブロック域、市域の３

層で自立支援協議会を実施しています。

区域やブロック域で地域づくりに取り組

むとともに、解決できない課題について

は市域に提起し、市域での取組へと発展

させています。 

18 

どこに相談に行ったらいいのか。ワンス

トップで答えをいただけるのはなかな

か難しい。窓口にはワンストップで答え

てもらえるようなベテランの職員を配

置してほしい。 

相談支援機関には、各々の専門とする分

野や強みがあります。そのため、全ての

御相談内容に一機関で対応することがで

きないこともありますが、相談をお受け

した機関ではしっかりと御相談を受け止

めさせて頂いた上で、より適切な機関に

おつなぎします。 

19 

相談支援の窓口は広がりましたが、具体

的支援の構築がなされず、問題課題が取

り残されたままであると日々感じていま

す。 

相談支援機関を中心として、障害者自立

支援協議会を活用した地域課題の解決等

に取り組むことで、障害のある方の安心

できる地域生活の充実を図ります。 

20 

計画相談の事業所が少ないうえ、制度もよく

分かりません。情報を持っていて早く動ける

人だけが計画相談を使うことが出来るとい

うようなことにならないよう、当事者や家族

への制度の周知と共に計画相談を受けてく

れる事業所を増やしてほしいと思います。 

計画相談支援の推進に向けて、様々な取

組を進めてまいります。 
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21 

学齢期には、計画相談を受けられる事業

者が限られている為、計画相談が利用で

きず、サービスを受けるときの窓口が、

区役所保健センターとなっているのが

現状です。介護者や親族の病気など突発

的な事象が起こった場合、計画相談を受

けていれば、相談支援機関が窓口とな

り、コーディネートしてもらえるが、そ

のような手段が使えず、手続き、問い合

わせ、情報のやり取りなどで、介護者の

負担がかえって増しています。特に、肢

体不自由・医療ケア児など、常時ケアが

必要な児童生徒は計画相談の優先度が

高いと思います。計画相談の普及は時間

がかかることも承知しています。当事

者・介護者にとって分かりやすく、アク

セスし易い、支援サービスや事業者等の

情報を集めたサイトなどがあれば、相談

支援員やワーカーさんの負担軽減にも

つながると思います。地域ケアプラザと

の連携について、知らない人が多い。実

際に利用できるかも分からないのが現

状です。 

各関係法人等に、必要な研修受講の勧奨

や、事業所開所の勧奨をするほか、関係

各所に事業概要の説明や協力依頼をし、

計画を推進してまいります。当事者にと

ってわかりやすいサービスや事業者等の

情報提供なども、今後、計画推進にあた

り頂いた御意見を参考にさせて頂きま

す。 

22 

相談支援、暮らしの支援、移動支援など、

より一層の充実が求められますが、何よ

りそれらを担う人材の確保や育成がな

ければ成り立ちません。それらの質を向

上させることが、生活の豊かさにつなが

ると思うので、より力を注いでいただく

ことを望みます。 

本市としても、人材確保及び育成の重要

性を認識し、横浜市障害者自立支援協議

会の人材育成部会において、相談支援従

事者の人材育成に向けた検討とともに、

そのシステムの構築を図っています。 

23 

当事者による相談の充実について、その

ような取り組み自体知りませんでした。

知らなければ利用はあがりません。普及

に向けた広報がきちんとされていたの

か、検証をしていただくのがよいのでは

ないでしょうか。 

ピア相談事業の周知については、区役所

及び基幹相談支援センター等と連携し取

組を進めてきました。引き続き、パンフ

レット等を活用し、必要な方への周知を

図ります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

24 
我々ピア相談員にも派遣事業のこと周

知されていない。 

派遣事業の活用が進んでいないことは課

題と捉えています。御意見を踏まえ、事

業の推進に取り組んでいきます。 

25 

情報公開などホームページでと伺うと

高齢者をはじめパソコンを扱えない人

達にとって困るという声をよく聞きま

す。ご考慮頂けると有り難いです。 

頂いた御意見を踏まえ、ホームページに

限らず様々な方法で情報保障の取組を進

めてまいります。 

26 

横浜市は、情報公開をＨＰとしている

が、高齢者にとっては、パソコン等の扱

いに不慣れで難しいので検討との声が

周りで多数います。 

頂いた御意見を踏まえ、ホームページに

限らず様々な方法で情報保障の取組を進

めてまいります。 

27 

意思疎通支援事業について。聴覚障害

者・難聴者・盲ろう者についての通訳支

援はかなりなされているが、視覚障害者

については、サービスが欠落している。

セルフプランはできるということをお

っしゃっているが、嫌味のいい方だが、

点字でだしたら区が受け取ってもらえ

るのか。意思疎通支援事業の中では国の

制度でも発達障害者支援に力を入れて

いる、教科書はマルチメディアデイジー

を使って音声と視覚でみている音と形

を示すということを盛り込んでいる。も

ともと視覚障害ディスレクシュアの方

たちは自分でページがめくれないとい

う人にも広がった。 

視覚障害者等により、墨字の手紙や通知

等の読み上げ支援として、基幹相談支援

センターにおける朗読等を実施していま

す。また、基幹相談支援センターではセ

ルフプラン等の作成に伴う支援も併せて

実施しております。 

28 

災害対策が他の項目に比べ△評価が多

いことが気になります。命を守る大切な

取り組みですので重視してください。 

計画の達成に向け、取組を推進してまい

ります。 

29 

取組１－４災害対策について。セーフテ

ィーネットプロジェクト横浜の活動は

停滞している。この活性化策を検討すべ

きではないか。 

セーフティネットブロジェクト横浜は、

災害ボード作成や、地域に出向き、防災

拠点、自治会、民生委員等に障害理解に

向けた出前講座等の各種事業を展開して

おります。 

30 
災害対策会議が機能してないから活性

化が必要。 

災害時に要援護者が安心して避難生活が

できるよう、取り組んでまいります。 
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31 

推進目標に対象とされていない。酸素ボ

ンベの保管場所が設置されていない。危

険物と指定されていて除かれたことは

お聞きしましたが、何とか手はないので

しょうか 

酸素ボンベの取扱い上の課題から現時点

での対応は困難な状況ですが、計画推進

の参考とさせて頂きます。 

32 

グループホームの件に関して、当事者の

先々の事を考え悩んでいる親が沢山お

ります。政治家の一人ひとりが介護の現

状を知り、対応していく事が大切であ

る。（介護に携わる人の給料・グループホ

ームの数を増やす） 

御意見については参考とさせて頂きま

す。 

テーマ２ 住む、そして暮らす 

33 

いつも障害者支援のための施策の検討

ありがとうございます。現在重度障害

の子どもと親子 3人暮らしです。両親

共年金受給者です。現在 10 年近く施設

入所待機中です。横浜市の現在の入所

定員は 915 人、市外入所者は 500 名弱

と言われています。３年後には 40 代以

上の大人が 8割といわれているなか、

グループホームの新設が 40 か所（200

人余）では、とても不公平に思われま

す。まさに黙殺された重度障害者をか

かえた家族は、さまざまな制度の狭間

の中で沈黙せざるえない状況です。地

域というのいは、聞こえはよいが、社

会はいつ傍観者になるとも限らないよ

うです。後見的支援制度等、強調され

るけれどもかえって親・家族に負担を

強いているのが現状といえるのではな

いか。様々な困難を抱えて 24 時間緊張

を強いられています。大都市の人口に

ふさわしい入所施設の定員増をしてほ

しい。施設建設を願っている。 

本市では、障害者支援施設を含む多様な

ニーズに応える住まいのあり方の検討や

地域生活を支える仕組みづくりを行うと

ともに、御本人の意向に基づく地域生活

への移行の推進にも取り組んでいます。

頂いた御意見も参考にし、引き続き取組

を進めてまいります。 
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34 

施設整備について、今の施設整備手法は

設置する法人に任されています。障害の

ある人が身近な場所で生活し日中活動

を行うためには、グループホームや日中

活動先は各区に作れるよう、整備手法を

検討してください。障害福祉計画の数値

目標を各区ごとに設定してください。 

通所系障害福祉サービス事業所について

は、施設が少ないと思われる地域に対し

て施設新設時の補助金を増額していま

す。 

なお、グループホーム等の施設について

は、設置場所の選定を運営法人が決定し

ていることや、設置可能な土地や建物の

確保のしやすさが区によって異なるとい

った事情から、各区に均等に設置してい

くことは困難な状況です。 

御意見については、参考とさせて頂きま

す。 

35 

青葉区では、日中支援、就労支援、就労

先、グループホーム、入所施設等、全て

において卒後の進路先が極度に不足し

ている現状を把握していただき、重点的

な施設設置をお願いします。 

通所系障害福祉サービス事業所について

は、施設が少ないと思われる地域に対し

て施設新設時の補助金を増額していま

す。 

なお、日中支援等の施設については、設

置場所の選定を運営法人が決定している

ことや、施設を設置可能な土地や建物の

確保のしやすさが区によって異なるとい

った事情から、各区に均等に設置してい

くことは困難な状況です。 

御意見については参考とさせて頂きま

す。 

36 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

もっと毎日お風呂やトイレに在宅でも

行きやすいように設備やサービスを整

えてほしい。 

在宅での毎日の入浴やトイレに関して

は、住宅設備の改修として、障害者住環

境整備事業の利用が考えられます。こち

らの制度について御検討、御相談くださ

い。 

37 

「居住系サービス利用待機者実態調査」

を少なくとも 3年毎に実施し、その結果

を公表する仕組みを構築してほしい。 

頂いた御意見も参考にし、待機者の定義

なども慎重に精査しながら、引き続き検

討してまいります。 
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38 

「5-3 日中活動」について。 

①日中活動場所の充実 

ここの説明の文に、「精神病院長期入院

者の退院後の受け皿、在宅で長期に引き

こもっている人の受け皿として」を入れ

るべき。30 年。31 年、32 年で、全国で

３万７千人を地域移行させることにな

っているが、その受け皿をどうするの

か、明記すべきではないか。②この受け

皿として、地域活動支援センター、グル

ープホームの役割は極めて重要、そのこ

とに何も触れていない。③全体として、

施設の在り方の見直しとしているが、何

が課題なのか明記すべきではないか。 

①国が示している「地域生活支援拠点」

の整備、及び「精神障害にも対応した地

域包括ケアシステム」の構築を進めると

ともに、国の動向に注視しながら、支援

の充実に向けた検討を行っていきます。 

②地域移行推進にあたりグループホーム

の役割は重要ですが、あわせて多様な社

会資源の充実が不可欠であると認識して

います。御意見については参考とさせて

頂きます。 

③時代の推移で国や市の制度も課題も変

わっていくなかで、現状を捉えながら施

設の在り方を検討していきます。 

39 

親が体をこわし施設へ入所しています。

施設では職員の数が少なく昼間はうろ

うろ。幸いグループホームに入れればデ

イサービス他制度が使えます。せめて施

設入所でもデイサービスが使えれば昼

間の充実がはかれると思います。 

入所施設の利用者が別の日中活動系の事

業所を選択して通所利用することは可能

です。本市としても引き続き、事業所に

おける日中支援が充実するよう、支援・

指導してまいります。 

40 

青葉区、緑区のグループホームが非常に

少なくて親亡き後が心配です。地域格差

解消につとめてください。 

障害者グループホームの設置場所の選定

は運営法人が決定していることや、グル

ープホーム設置可能な土地や建物の確保

のしやすさが区によって異なるといった

事情から、各区に均等に設置していくこ

とは困難な状況ですが、御意見について

は参考とさせて頂きます。 

41 

グループホームを 200 人分作っていらし

て、すごく頑張っているとは思います。

しかし、自分の子どもが支援級に通って

いた時に子どもが 400 人くらい居たと思

いますが、そのうちの半分しか入れない

ということ。年配の方たちがたくさん居

るなかで、いったい自分の子どもはいく

つになったら入れるんだろうかと思っ

ている。 

障害者グループホームは、障害者が住み

慣れた地域で暮らしていくために必要な

資源であり、今後とも着実に設置してま

いります。 
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42 

家族が高齢になり、一番困っていること

は子どもと共倒れになるんじゃないか

ということと、子どもがちゃんと自立し

てグループホームとかに入れるかとい

うこと。 

本市では、「親亡き後も安心して地域生活

が送れる仕組みの構築」として後見的支援

制度を推進しています。また、障害者グル

ープホームは、障害者が住み慣れた地域で

暮らしていくために必要な資源であり、今

後とも着実に設置してまいります。 

43 

実際に埼玉で実現しているような、ろう

者が安心して生活が出来る、手話で支援

が出来るグループホームや特別養護老

人ホームのようなものの設置に向け当

事者や支援者たちだけでなく、行政が下

支えしていただけないか。 

障害者グループホームの運営方針や内容

は、法令上の基準を満たしていることを

前提に運営法人が決定しています。また、

特別養護老人ホームの入所者は、身体上

又は精神上著しい障害があるために常に

介護を要し、かつ居宅での介護が困難な

方を対象としているため、ろう者の方に

限らず、他の障害のある方に対しても支

援をしています。御意見については参考

とさせて頂きます。 

44 

グループホームが足りないので（特に鶴

見区）増やしてください。親が緊急事態

になってから探すので、県外の施設など

に行かざるえない人が増えています。 

障害者グループホームの設置場所の選定

は運営法人が決定していることや、グル

ープホームに設置可能な土地や建物の確

保のしやすさが区によって異なるといっ

た事情から、各区に均等に設置していく

ことは困難な状況ですが、御意見につい

ては参考とさせて頂きます。 

45 

グループホーム増設の件ですが、器が用意

されても介助者の確保に現場が翻弄されて

いる現状で、特に女性職員が確保できない

ため、女子のメンバーが置き去りにされて、

親たちは親亡き後の心配が絶えません。 

人材不足については、本市でも喫緊の課

題であると認識をしております。 

御意見については参考とさせて頂きま

す。 

46 

知的障害者の保護者です。横浜北部（緑

区・青葉区）は障害者人口比でのグルー

プホームの数が非常に少なく地元での

入居が困難です。親亡き後、安心した暮

らしは遠方の施設では困難です。またグ

ループホームから地域移行するにも

「人」というつながりが大事です。育っ

た場所にグループホームをもっと作っ

てください。 

障害者グループホームの設置場所の選定

は運営法人が決定していることや、グル

ープホーム設置可能な土地や建物の確保

のしやすさが区によって異なるといった

事情から各区に均等に設置していくこと

は困難な状況ですが、御意見については

参考とさせて頂きます。 
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47 

年 200 人分のグループホームを新設する

という計画は評価いたしますが、精神障

害者（特に高齢重度）に対する入居でき

るグループホームが確保数が少なく、家

庭は困窮してます。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討してまいります。 

48 
グループホームを住み心地の良いきれ

いな物件にしてほしいです。 

物件選びを含めた障害者グループホーム

の運営方針や内容は、法令上の基準を満

たしていることを前提に運営法人が決定

しています。御意見については参考とさ

せて頂きます。 

49 

障害者のグループホームは、障害特性・

程度に応じた多様なものが必要。現在の

グループホームは障害者のほんの一部

しか利用できない（障害者の中のエリー

トを対象としている） 

障害者グループホームの運営方針や内容

は、法令上の基準を満たしていることを

前提に運営法人が決定しています。本市

にあるグループホームは就労を前提とさ

れている方から最重度の方まで幅広く入

居者を受け入れていると認識しています

が、御意見について、今後の参考とさせ

て頂きます。 

50 

障害者グループホームは 200 人分が予定

されていますが、精神障害者の入居できる

グループホームはわずかです。せめて１／

３は精神障害者のために増設してくださ

い。 

障害者グループホームの運営方針や内容

は、法令上の基準を満たしていることを前

提に運営法人が決定しています。御意見に

ついては参考とさせて頂きます。 

51 

親なき後の住まいとしてグループホーム

を考えております。就労しているため、法

人の関与が少なく、グループホームの体

験や建設予定等情報入手が困難です。 

市のグループホームの空き状況や入居の

優先順位等のデータベースがあるととて

も助かります。建設推進と共に情報のデ

ータベース化、公開を宜しくお願いいた

します。 

市内グループホームの空き情報の集約等

については、現在検討を進めています。

また、障害者グループホームの運営方針

や内容は、法令上の基準を満たしている

ことを前提に運営法人が決定しています

ので、入居者の選定についても法人の判

断となりますが、御意見については参考

とさせて頂きます。 
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52 

グループホームに入所することも考え

ると、グループホームを住み心地の良

い、きれいな物件にしてほしいです。よ

ろしくお願いいたします。 

物件選びを含めた障害者グループホーム

の運営方針や内容は、法令上の基準を満

たしていることを前提に運営法人が決定

します。御意見については参考とさせて

頂きます。 

53 

居住系利用待機者０を目指して、受け皿

となるグループホームで援助体制をつ

くる 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

54 

高機能自閉症、アスペルガー症候群とい

った知能検査では標準域となっていて

もさまざまな困難を抱えている人たち

のサテライト型の住まいは対象人数が

膨大なのにも拘わらず、ほんの一部でし

か実践されていない。人材の育成も含め

て急ピッチで進めないとどうにもなら

ない。 

本市では、サテライト型住居を含む多様

なニーズに応える住まいのあり方の検討

に取り組んでます。頂いた御意見も参考

にし、サテライト型住居の設置推進に引

き続き取り組んでいきます。 

55 

グループホームを設置するのは、グルー

プホームからの土地の空き状況とかを

市で一括集約できないのか 

土地所有者など特定の個人に利益、便宜

を供することになりかねないため、市が

土地の空き状況を一括集約し、運営法人

に紹介する仕組みを実現させることは困

難です。御意見については、参考とさせ

て頂きます。 

56 
グループホーム設置のため、土地建物を

市が作り提供はできないのか。 

目標である毎年 200 人分の入居定員確保

を達成するためには、多くの民間事業者

の参入が不可欠だと考えています。御意

見については参考とさせて頂きます。 

57 

グループホームは敷居が高い。グループ

ホームで生活できない人のためのグル

ープホームを考えてほしい。 

御意見の趣旨は、事業や取組を行うにあ

たっての参考にさせて頂きます。 

58 
自宅とグループホームの中間施設が欲

しい。 

本市では、サテライト型住居を含む多様

なニーズに応える住まいのあり方の検討

や地域生活を支える仕組みづくりを行う

とともに、御本人の意向に基づく地域生

活への移行の推進にも取り組んでいま

す。頂いた御意見も参考にしつつ、引き

続き取組を進めていきます。 
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59 
横浜市がグループホームの土地や建物

の確保を出来ないか。 

土地所有者など特定の個人に利益、便宜

を供することになりかねないため、市が

土地の空き状況を一括集約し、運営法人

に紹介する仕組みを実現させることは困

難です。御意見については、参考とさせ

て頂きます。 

60 

行動障害に対応する設置事業・発達障害

者用のサポートホーム事業の推進など

については評価する。 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

61 

住まい検討部会での「地域生活を支える

拠点機能にかかる方向性」については、

具体的な取組みが始まっていません。行

動障害のある人たちの中には短期入所

や精神病院を転々としている方が現在

も複数いると聞いています。障害者プラ

ンの「行動障がいのある方の住まい検

討」に「拠点機能の検討」を是非明記し

ていただき取組を早急にしてください。 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

62 

行動障害に限らず、障害の重い方の支援

は、グループホームだけで済む話ではは

い。コンサルテーションや調整をする人

が必要。重い方は、調整の必要性が高い。

全体としての整備のプランが必要とさ

れる時代になったのだと思う。全体の底

上げが必要。 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

63 

高齢化・重度化対応のグループホームの

検討を踏まえての対応が充分ではない

と思います。入所施設を作らない中、グ

ループホームへの厚い支援体制の充実

が不可欠です。このままだと医療ケアの

必要な障害者や重度の発達障害者の住

まいは見つからないままです。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 
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64 

ケアの厚いグループホームの新設を要

望します。障害の重い人はグループホー

ムから拒絶され、行き場がないため。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

65 

精神障害で退院・入院を繰り返してい

る。家庭では面倒を見きれない当事者

が、24 時間見守ってもらえるグループホ

ームを作ってほしい。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

66 

ケアの厚いグループホームができるこ

とにより、障害者も長期入院をせず、安

心して生活できるよう精神障害者に対

するグループホームの設置確保を具体

的に進めてほしい。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 
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67 

新規設置 200 人分がありがとうございま

す。私の息子が精神障害が重く、一般的

はＧＨに入所は不可能です。365 日ケア

の厚いグループホームの設置をしてく

ださい。200 人分の部屋が確保されても、

精神障害者の入居はどれくらいあるの

か心配です。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

68 

高齢化と身体疾患などを併発した精神

障害者のためのケアの厚いグループホ

ームの設立 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

69 

精神障害者や発達障害者の中で、退院直

後や比較的障害の重い者、または生活の

自立度が低い者のためのグループホー

ムは不足している。毎年 200 人分ずつ新

設する計画は評価するが、実態しては、

高齢の家族では支えきれないそのよう

な障害者の住まいとしてのグループホ

ームの設置は進んでしない。24 時間 365

日のケアが厚いグループホーム新設を

しやすくするためのが大敵な目標値を

検討して計画を推進すべきである。とり

あけ夜間の職員の確保ができない問題

への対策として大幅な職員処遇の改善

等を計画に盛り込む必要がある。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 
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70 

精神障害者のグループホームは夜間ス

タッフがいません。長期入院者の退院促

進と高齢の親と暮らす重症の精神障害

者のために、医療的ケアと夜間のスタッ

フが常駐するグループホームを作って

ください。今のままのグループホームで

は入院するほどではないが、重症の当事

者が親亡き後行くところがないと思い

ます。 

障害者グループホームの運営方針や内容

は、法令上の基準を満たしていることを

前提に運営法人が決定していますが、現

在の報酬体系の中でも夜間支援体制加算

等を活用することで、精神障害者のグル

ープホームであっても夜間にスタッフを

配置することは可能です。御意見につい

ては参考とさせて頂きます。 

71 

重度障害者の住まいの問題はどのよう

に展開していくのか。施策として取り入

れてほしい。 

障害者の希望や状況に合った場所に住む

ことができるなど、様々なニーズに応え

られるよう、多様な形態の住まいの構築

を進めます。 

72 

厚生労働省から、障害者総合支援法に基

づくグループホームについて、世話人の

配置が手厚い「重度対応型」を新設する

考えが明らかにされたので、今回の見直

しでそういったことも施策として入れ

てほしい。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制を

加配し運営しているグループホームが３

か所ありますが、今後拡大するには、運

営面での財源等を確保する必要がありま

す。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

73 

行動障害に対するグループホームにつ

いて検討しました。とあるが、非常に逼

迫している人が多いにも関わらず、実際

に行動障害のある人が障害状況に合わ

せた住まいで生活できるようになって

いない。いつまでにどの程度の人が生活

できるようになるような展開をしてい

くつもりなのか、具体的な工程及び人数

の目標値を入れてほしい。 

本市では、多様なニーズに応える住まい

のあり方の検討や地域生活を支える仕組

みづくりを行うとともに、御本人の意向

に基づく地域生活への移行の推進にも取

り組んでいます。頂いた御意見も参考に

しつつ、引き続き検討を進めてまいりま

す。 
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74 
なぜ、高齢化・重度化対応のグループホ

ームを設置しないのか 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制

を加配し運営しているグループホーム

が３か所ありますが、今後拡大するに

は、運営面での財源等を確保する必要が

あります。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

75 

重装備型のグループホームを方面別に

４個所設置し、そこから地域のグループ

ホームへ移行する施策を展開して欲し

い。 

御意見の趣旨は、事業や取組を行うにあ

たっての参考にさせて頂きます。 

76 

緊急一時保護を既存のグループホーム

で受け入れてもらうことは難しい。また

高齢化対応としてバリアフリーの住宅

改修もできない。 

バリアフリーの住宅改修など高齢化等に

対応する「高齢化・重度化対応バリアフリ

ー改修事業」を今後とも着実に推進しま

す。御意見の趣旨は、事業や取組を行うに

あたっての参考にさせて頂きます。 

77 

取組２－１住まいについて。①重度対応

化グループホーム 三年のモデル事業

終了。この実績を踏まえ今後の方針を検

討する検討会を３０年度設置、検討開始

を明記すべきではないか。 

高齢化・重度化のグループホームについ

ては本市が独自で看護師等の人員体制

を加配し運営しているグループホーム

が３か所ありますが、今後拡大するに

は、運営面での財源等を確保する必要が

あります。 

現在、国では高齢化・重度化に対応した

グループホームの報酬・基準等について

議論が行われています。こうした国の動

向を見据えながら検討します。 

78 
退所後の生活、精神障害者の高齢・重度

化が問題。 

精神障害者が、地域の一員として安心し

て自分らしく暮らすことができるよう、

保健、医療、福祉関係者による協議の場

を設けるなど、精神障害者に対応した地

域包括ケアシステムを構築してまいり

ます。 
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79 

住宅改修の助成対象が、実際の本人の障

害特性に合っていないところがありま

す。（例：重度知的障害児が台所に立ち入

らないよう、扉等を設置する場合は対象

外等）必要に応じた柔軟な適用をお願い

したいです。・横浜市北部地域（特に青葉

区）は、今後、親亡き後に備えたグルー

プホームや施設への入居希望者の増加

が見込まれますが、入居可能な施設が極

度に不足しています。・横浜市の設置基

準が厳しいと聞きます。青葉区辺りは地

価・家賃もまだ高額です。整った環境は

本人の利益となりますが、厳しい基準の

為に、かえって新規参入が困難となり、

本人、介護者を苦しめることにつながっ

ているのではないでしょうか。せめて県

基準での運用をお願いしたいです。 

障害者グループホームの設置場所の選

定は運営法人が決定していることや、グ

ループホーム設置可能な土地や建物の

確保のしやすさが区によって異なると

いった事情から、各区に均等に設置して

いくことは困難な状況です。 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

80 

ろう者の重複障害、ろうとともに知的障

害などがある方の施設が、埼玉、東京、

千葉などにはあるが神奈川県には一つ

もないという状況。実際に埼玉の施設に

見学に行ったことがあるが、どこも当事

者の親などが中心になって設立されて

いて、募金活動などを中心にして、設立

したいうこと経緯があるそう。横浜が中

心となってそういったものを作ってい

ただけないか。 

本市では、多様なニーズに応える住まい

のあり方の構築や地域生活を支える仕

組みづくりを行うとともに、御本人の意

向に基づく地域生活への移行の推進に

も取り組んでいます。頂いた御意見も参

考にしつつ、引き続き取組を進めてまい

ります。 

81 

今現在、既存のグループホームでもな

く、介護施設にはいるのではない施設が

必要である。 

本市では、多様なニーズに応える住まい

のあり方の検討や地域生活を支える仕

組みづくりを行うとともに、御本人の意

向に基づく地域生活への移行の推進に

も取り組んでいます。頂いた御意見も参

考にしつつ、引き続き取組を進めてまい

ります。 
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82 

重症心身障害者施設「横浜医療福祉セン

ター港南」は、知的に障害がないと受入

れ不可といった話を聞きました。親が高

齢で医療的ケアの方を受け入れてもら

えるように、切に希望します。 

「横浜医療福祉センター港南」への入所

は、重度の肢体不自由と重度の知的障害

が重複された方を対象としています。知

的障害がなく、医療的ケアの必要な方の

生活の場の確保については、頂いた御意

見を参考にしながら、検討してまいりま

す。 

83 

障害児施設の整備・再整備について、施

設への通所のための支援の充実（バスな

どに医療ケア児も乗れる。親とともに乗

れる。単独でも通所できるように看護師

を配置する）を早急に取り組むべきで

す。医療ケア児の保護者の通所負担は大

変大きいにもかかわらず、常に配慮が後

回しにされている。継続的に施設の増設

も取り組んでゆくべきですが、施設が増

えても通所が困難では、いくら増やして

もきりがない。 

現状と課題をしっかりと把握し、御意見

の趣旨は、具体的な事業や取組を行うに

あたっての参考にさせて頂きます。 

84 

「2-1.障害児施設の整備・再整備（詳細

版 P23 関係）」について。 

横浜療育医療福祉センタ港南ーの開所

及び横浜療育医療センターの再整備あ

りがとうございます。しかしながら医療

的ケアなどがありグループホームの入

所などが厳しいため、施設入所を希望す

る障害児者もたくさんいます、ぜひ将来

的には 

新たな入所施設の整備を検討いただけ

ますようお願いいたします。 

現状では新たな障害児施設の整備計画

はございませんが、御意見の趣旨は、具

体的な事業や取組を行うにあたっての

参考にさせて頂きます。 

85 

地域包括ケアシステムとは、精神障害者

のためのものでしょうか？障害種別や

年齢に関係なく、地域のすべての人のた

めのものであってほしい 

精神障害者に対応した地域包括ケアシ

ステムは、精神科病院に入院している患

者の早期退院を目的に、地域への移行・

定着を促進するための事業です。頂いた

御意見を参考に取組を推進してまいり

ます。 
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86 

精神障害にも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築とありますが、すでに構築

されている地域包括ケアシステムでは

精神障害に対応していないのでしょう

か。 

高齢者を中心とした地域包括ケアシス

テムについては現在構築を行っている

ところですが、本市では、これまでも精

神障害者の地域生活を支援するための

精神障害者生活支援センターを各区に

設置し、身近な地域での支援に取り組ん

でいます。精神科病院に入院している患

者の早期退院を目的に、地域生活への移

行・定着をさらに促進するため、保健、

医療、福祉関係者による協議の場を設け

るなど、精神障害者に対応した地域包括

ケアシステムを構築します。 

87 

地活センターは 30 年近く担ってきた歴

史があり、ただの日中活動場所ではな

い。身近な支援者であり、ピアもあって、

就労にいけない方を地活センターが担

ってきた。地活センターの役割を地域包

括ケアに組み込んでほしい。地活センタ

ーも退院後のフォローの支援に関わり、

引きこもり対策の最初として有効であ

る。 

本市では、精神障害にも対応した地域包

括ケアシステムとして、既存の社会資源

を活用し構築をしていきます。頂いた御

意見を参考に、構築手法について検討を

してまいります。 

88 

入所施設から何人出て行って、何人が入

るという計画はあるのか。待機者が何人

減る計画なのか、それを出して欲しい 

国の指針等に基づき、障害者支援施設か

らの地域移行の目標数等を定めていま

す。頂いた御意見も参考にし、待機者の

定義なども慎重に精査しながら、引き続

き取組を進めてまいります。 

89 

施設から地域へ。必要な人は施設に入れ

るという動きが見えない。どれだけ亡く

なっていて、どれだけグループホームへ

入っているのか。また、どんなグループ

ホームが必要なのか。プランでなくても

示してもらいたい。数字として現実が分

かるものを出して欲しい。 

本市では、障害者支援施設を含む多様な

ニーズに応える住まいのあり方の構築

や地域生活を支える仕組みづくりを行

うとともに、御本人の意向に基づく地域

生活への移行の推進にも取り組んでい

ます。頂いた御意見も参考にし、引き続

き取組を進めてまいります。 
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90 

長期入院している方の地域移行につい

ては、グループホームへの入居や体験な

ど利用が難しく、特に日中活動のない人

が顕著である。 

本市では、多様なニーズに応える住まい

のあり方の構築や地域生活を支える仕組

みづくりを行うとともに、御本人の意向

に基づく地域生活への移行の推進にも取

り組んでいます。頂いた御意見も参考に

しつつ、検討を進めてまいります。 

91 

入所施設の在り方について、入所施設は

終のすみかではなく、一定程度通過型と

して、地域生活移行を進めてください。 

本人の意向や状態像に応じた多様なニ

ーズをふまえた住まいのあり方の検討

や地域生活を支える仕組みづくりを行

っています。 

92 

居住系利用待機者０を目指して、援助の

難しい人のアセスメントと個別支援計

画に沿った援助ができるようにする 

利用者お一人おひとりにあった適切な

支援がなされるよう引き続き関係者と

協力し、取り組んでまいります。 

93 
居住系利用待機者０を目指して、地域移

行に取組む部署を設ける 

頂いた御意見は今後の取組の参考にさ

せて頂きます。 

94 

人数が多い地区なので短期入所、通所、

グループホームは満杯です。・（重心の方

は体調を崩しやすく欠席されることが

多々あり）経営が苦しい施設が多いと聞

きます。社会福祉法人の合併、再編、コ

ンサルティングなど、経営を安定させ、

持続可能な法人運営を市でサポートし

て欲しい・近年、重複障害のある方が増

加しています。そもそも、障害は、千差

万別なので、医療ケア、知的、肢体にか

かわらずどんな方でも利用しやすい施

設作りを希望します。看護師は常勤にし

フロアで障害別に利用しやすくしたら

どうでしょうか 

どんな方でも利用できる拠点施設とし

て、各区１館法人型地域活動ホームを整

備しています。常に医療ケアが必要な方

が利用できる施設として、市内６方面別

に多機能型拠点の整備を進めています。

通所系障害福祉サービス事業所につい

ては、施設が少ないと思われる地域に対

して施設新設時の補助金を増額してい

ます。なお、短期入所等の施設について

は、設置場所の選定を運営法人が決定し

ていることや、設置可能な土地や建物の

確保のしやすさが区によって異なると

いった事情から、各区に均等に設置して

いくことは困難な状況です。御意見につ

いては参考とさせて頂きます。 

95 

メディカルショートステイシステムにつ

いて、利用にあたっての条件が厳しすぎ

ると思われます。実際に利用するまでの

ハードルも高く、本当に緊急性の高い時

に利用できるようなシステムになってい

るとはいいがたいのではないかと思いま

す。改善をすすめていただきたい。 

メディカルショートステイは常に医学的

管理が必要な重症心身障害児・者の方を対

象とした事業であり、緊急時にも安全に受

入ができるよう、事前に情報の登録等をお

願いしています。今後も利用しやすい事業

となるよう、計画の推進にあたり、頂いた

御意見を参考にさせて頂きます。 
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96 

2-2.メディカルショートステイシステ

ム（詳細版 P35 関係） 

18 歳以上の受け入れ可能な病院を増や

していただけますようお願いいたしま

す。（こども医療センターの重心施設は

18 歳以上は受け入れていただけないの

で 18 歳以上になると利用可能なショー

トステイ先は、横浜療育医療福祉センタ

ー港南及び横浜療育医療センターの 2箇

所しかありません） 

現在、18 歳以上の方も含め、申込みがあ

った方全員の受入れが出来ていますが、

計画の推進にあたり、頂いた御意見を参

考にさせて頂きます。 

97 

2-2.後見的支援制度（詳細版 P36 関係） 

区によって支援内容に差が生じないよ

うにして頂きたいと考えます。 

昨年度、後見的支援室は 18 区展開となり

ました。設立年度の違いでの熟度に違い

はあるものの、支援者には定期的に研修

等を行っております。今後も市域全体の

制度の推進・総合調整を図る後見的支援

推進法人を中心に支援力等に差異がで

ないよう取組を進めてまいります。 

98 

横浜市が自立生活援助を導入する場合

には、現行の自立生活アシスタントの登

録者が利用し続けることができるよう

など現在行っていることを継続してく

ださい。また、現在の自立生活アシスタ

ントでは、身体障害者が対象ではない

が、当事者からのニーズがあると聞いて

おります。この機会に今後の自立生活ア

シスタントをどのように展開していく

のか見直しを含めて検討してください。 

国の動向に注視しながら、今後の方向性

について検討を進めてまいります。 

99 

自立支援アシスタント事業について。国

の自立生活援助事業が平成 30 年４月か

らスタートするが、横浜市独自の自立ア

シスタント事業は継続することを明記

してください。 

国の動向に注視しながら、今後の方向性

について検討を進めてまいります。 
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100 

生活支援センターの運営について、業務整

理に加えて、すでにやる事が決まっている

地域生活支援拠点や地域包括ケアシステ

ムについても明記してほしい。業務量がど

んどん増える中で生活支援センターに何

でも振ってくる。今後強化していくこと

や、18区均一化等も明記してほしい。 

横浜市精神障害者生活支援センターと

協働して、Ａ型（指定管理方式）とＢ型

（補助金方式）の機能の標準化に向けた

検討を進めてまいります。 

101 

障害者の多機能型拠点について。市内６

カ所作る予定ですが、多機能型拠点の施

設でキャパシティや設備に差があると

感じました。次に作る場所はこのような

施設の少ない北部地方、青葉区や港北区

に作ってください。隣接する都筑区のつ

づきの家は素晴らしいサービスを提供

してくださいますがキャパシティが日

中活動場所、放課後等デイサービスが少

なく不足しています。 

多機能型拠点は市内６方面別に整備予

定で、３方面は整備済です。未整備方面

は、北東部（鶴見・港北）、中央部（神奈

川・西・中・保土ケ谷）、南東部（南・磯

子・金沢）で、早急に整備すべく候補地

の検討をしています。 

102 

「2-2.多機能型拠点の整備・運営（詳細

版 P31 関係）」について。 

多機能型拠点の整備・運営については、

医療的ケアが必要な重度障害児者が増

えているため、できる限り早期に当初の

計画通り 4館目以降の整備をしていただ

きたいと考えます。 

また、運営についてですが、開所後も横

浜市が主体的に関わっていただき当初

の計画通り医療的ケアが必要な障害児

者がきちんと利用できるようにしてい

ただきたいと考えます。 

４館目を早急に整備すべく候補地の検

討をしています。また、既に開所してい

る３館と課題等を共有してまいります。 

103 

自立支援アシスタント事業について。国

の自立生活援助事業が平成 30 年４月か

らスタートするが、横浜市独自の自立ア

シスタント事業は継続することを明記

してください。 

国の動向に注視しながら、今後の方向性

について検討を進めてまいります。 

104 

予算確保のため、現場の職員は書類提出

に追われ、メンバーに関わる時間が足り

ない現状に疑問を感じます。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 



- 46 - 
 

 意見の内容 本市の考え方 

105 

先日、成人期の障害者には「第三の場」

が必要であるという趣旨の請願書を提

出させていただき、余暇支援としては障

害者地域活動ホームで実施している余

暇支援や、ガイドヘルプ事業、家族支援

としては障害者地域活動ホームの一時

ケア、短期入所、日中一時支援等がり、

国の動向を見守りながら既存事業の推

進に努めていきます。という旨のご回答

をいただきました。ついては、今般の見

直しに当たり、上記を踏まえ、関連の数

値目標の設定に先立ち、丁寧な調査に基

づくニーズを把握していただくよう、併

せてお願い申し上げます。 

引き続き国の動向を注視していくとと

もに、状況把握に努めてまいります。 

106 

地域活動ホームの看護師が 1名のみ。特

に、青葉区には肢体不自由の方、医療ケ

アのある方のすごし先といえば都筑区

のつづきの家しかないです。子供の人数

が市で二番目に多い区にもかかわらず

看護師が１名しかいない為、十分なサー

ビスが受けられません。他区の施設にも

登録に行って欲しいと相談員に言われ

遠くまで行きました。面接すると他の区

まで受け入れるのは厳しいと言われま

した。地活では、「なんのための多機能で

すか、多機能に行ってください」と言わ

れ、たらい回しされました。気持ちはわ

かりますがどこも現実的に人数、職員の

スキルの面で簡単には受け入れられな

い状況です。・地域活動ホームは、各区に

１か所整備されていますが、区により人

口、面積に差があるので、必要に応じて、

サテライトの様な地域活動ホームを整

備してほしい。活動ホームの職員の方々

の負担軽減にもつながると思います。 

障害者地域活動ホームは、地域で生活す

る障害児・者及びその家族等の地域生活

を支援する拠点施設として設置された

施設です。引き続き事業所と課題の共有

を図るとともに、サービス全般の向上に

取り組んでまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

107 

2-2.地活ホームの運営（詳細版 P30 関

係） 

社会法人型地活ホームについて制度の一

部見直しや関係部署と課題の共有や事業

所との検討を行ったとの振り返りでした

が、これからも地域の障害児者の求める

利用しやすい地活ホームであるよう、引

き続きよろしくお願いいたします。 

障害者地域活動ホームは、地域で生活す

る障害児・者及びその家族等の地域生活

を支援する拠点施設として設置された

施設です。引き続き事業所と課題の共有

を図るとともに、サービス全般の向上に

取り組んでまいります。 

108 

第４期障害者プランにおいても、機能強

化型地域活動ホームが地域で暮らす障

害児者とその家族の支援拠点としての

役割を果たしていくため、第３期障害者

プランの見直しの中で、機能強化型地域

活動ホームの在り方を共に検討してい

ただきたいと思います。 

引き続き障害者支援センターや事業者

とともに、機能強化型障害者地域活動ホ

ームの課題等の共有を行ってまいりま

す。 

テーマ３ 毎日を安心して健やかに過ごす 

109 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

以前入院した時、病院での介助の為に

親にも泊まってもらった。病院側でも

介助に対応してくれればと思う。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

110 

3-1．医療機関ネットワーク等の構築（詳

細版 P44 関係） 

医療機関ネットワーク等の構築につい

ては、医療機関の障害児者への理解や対

応の遅れが目立つため、検討・構築期間

を短縮し、早期に推進していただきたい

と考えます。 

計画を推進するにあたり、頂いた御意見

を参考にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

111 

医療的ケアを必要としているのは、重症

心身障害者だけではありません。知的障

害の中にもたくさん必要としている人

がいるのを忘れないでください。そのた

めに現時点では当たり前に受けられる

サービスが使えずにいます。目に見える

障害ばかりにとらわれているのは、いか

がなものかと思います。ただ十数年前に

比べ確実に福祉は進んでいる事も確か

ですが、声を出せずにもがいている人も

いるのだという事も現実・・ 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

112 

新規事業の医療的ケア児・者のためのコ

ーディネーターの配置については、とて

もありがたいと思っています。しかし、

平成 30 年度が準備でその後配置が１人

ということで、全市で一人配置というこ

とだと思いますが、実際に計画相談で、

医療的ケア児の方を支援するときには、

医療と学校がどのように情報共有をし

ながら、その方の生活を描いていけるか

なということで、とても苦慮することが

多いと感じています。 

特に医療と学校との連携について模索

しているところで、特別支援学校につい

ては、少しずつお話を伺えたり、学校に

足を運ばせたりいただいたくこと増え

ていますが、まだまだ少ないと思いま

す。 

実際にコーディネーターの配置が始ま

ったところで、情報をたくさん提供して

いただければと思います。 

計画を推進するにあたり、頂いた御意見

を参考にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

113 

医療ケアといっても様々で身体は健常

児と同じように走ったりできる活発な

子もいます。重心施設では危ないと断ら

れ、知的施設では看護師がいないとダメ

です。また、医療ケアだけでなく、知的

の方でも発作が起きやすい、体幹の弱い

方など、常に介護が必要な方もおりま

す。柔軟な対応が必要です。医療ケアひ

とつでも色んな方がおり、様々な専門家

と話す機会が欲しいです。少人数なので

親も同じ悩みを持つ方と相談したり話

たりする機会が欲しいです。情報が欲し

いです。 

今後、医療的ケアを要する障害児・者の

生活を支えるための支援体制の構築に

ついて、関係局と連携し、検討して参り

ます。計画を推進するにあたり、頂いた

御意見を参考にさせて頂きます。 

114 

3-1.医療的ケア児・者等に対する関連分

野の支援を調整するコーディネータの

配置（詳細版 P45 関係） 

医療的ケア児・者は年々増加しています

ので、速やかな配置をお願いいたしま

す。また、横浜市はとても広く、訪問診

療・訪問看護・ヘルパー等々各区で事情

も異なりますので市で 1人とは言わず将

来的には各区 1人の配置の検討をお願い

いたします 

平成 30 年度にコーディネーターに対す

る研修等を行い、平成 31 年度から配置す

る予定です。 

今後、関係部局が連携し、計画を着実に

推進します。計画を推進するにあたり、

頂いた御意見を参考にさせて頂きます。 

115 

医療的ケア児・者等に対する関連分野の

支援を調整するコーディネーターの配

置が 1人となっていますが、人ではなく

個所数による目標設定が適切なのでは

ないでしょうか。1 人でどのようなコー

ディネートーを行う業務設計なのでし

ょうか。 

国の基本指針により、コーディネーター

の配置人数を目標として定めることと

なっています。 

計画の推進にあたり、頂いた御意見を参

考にさせて頂きます。 

  



- 50 - 
 

 意見の内容 本市の考え方 

116 

新規案にある「医療的ケア児・者の支援

のために関係者機関の協議の場を設置」

とありますが、この協議の場にできれば

当事者である親たちの意見が取り組ま

れるような協議の場であるようお願い

致します。特に個人的に協議の中に組み

込んで戴きたい内容 1.  日中活動につ

いて近年どの区も卒後の受け入れが厳

しく、進路相談、実習体験を行っても必

ずしも希望通りには進路先が選択でき

ないようになっています。特に医療ケア

を持つ子供たちは、受け入れ先がすごく

少ない地域もあり、ここ数年何とか施設

のご厚意により受け入れさせて戴いて

いるような状況です。ですがその施設も

運営は厳しく、なかなか事業展開をでき

る状況ではないようです。区単位で問題

点は様々だと思いますが、当事者の意

見、今後、親からの自立に向けて大切な

時期を迎えていく過程ですので、きちん

と協議し合い、横浜市の問題として検討

していただきたいです。1.  移動支援に

ついて医療的ケア児は移動サービスの

利用が医療行為の人を個人で準備しな

い限り移動のサービスが利用できませ

ん。スクールバスを利用できない我が子

はずっと母が送迎しています。自分が病

気になり運転ができないときは、仕方が

なく、短期入所を利用しなくてはなりま

せん。治療も通院で放課後ディサービス

を利用すれば学校に登校できるのに朝

の送りが医療ケアをできる方が見つか

らないというだけで、休まさなきゃなら

ない状況です。病気でもなく、学校が好

きな子供にとっては、親の都合で、短期、

レスパイトを繰り返すのは忍びないで

す。看護師のボランティア事業に相談し

関係者機関の協議のメンバー及び内容

については、今後、検討して参ります。

計画の推進にあたり、頂いた御意見を参

考にさせて頂きます。 



- 51 - 
 

ましたが、３０分１５００円利用です。

片道 40 分かかり、通学移動支援の料金を

考えると大変負担な額になります。ガイ

ドボランティアの医療ケア講習、育成を

お願いしたいです。だいたいの訪問看護

師さんは医療ケアの承諾ができる資格

者の方も多いので講習を受けたガイド

ボランティアの方に訪問看護師に手技

を見てもらい実施できる契約をすると

か。そのような事例が増えるとスクール

バスに乗車できない子どもの親の負担

も軽減されると思います。また、料金の

負担が大きいので、教育委員会と予算の

取り組みについても検討いただきたい

です。同じ学校に通い、医療的ケアを持

つ子供の家族だけが負担を加算されて

いるのは義務教育ではおかしな話だと

思います。 

 意見の内容 本市の考え方 

117 

在宅療養児の地域生活を支えるネット

ワーク連絡会について、○となっていま

すが、在宅療養児の家族などに意見を聞

いてニーズを拾うようにしなければ、不

十分だと思います。 

在宅療養児の御家族の御意見について

は、各種会議や委員会等の機会を捉えて

お聞きし、本連絡会において共有してお

ります。計画の推進にあたり、頂いた御

意見を参考にさせて頂きます。 

118 

入院時コミュニケーション事業につい

て、医療機関への周知を徹底してくださ

い。また日中活動事業所やグループホー

ムの支援員が通院の付き添いをしてい

ることを評価するため、同制度を通院時

にも適用してください。 

 

医療機関への事業内容の周知について

は、市のホームページなどを通じて行っ

てまいります。また、通院の付き添いに

ついては、障害支援区分１以上の方はホ

ームヘルプサービス（居宅介護事業）等

の対象となる場合がありますので、こち

らの制度の御利用を御検討ください。 

119 

英のメリデン訪問支援、フィンランドの

オープンダイアログに見られる様な緊

急時の訪問支援があれば、不穏な時でも

むやみに入院という方法に頼らなくて

もよいと考えます。医療（コメディカル）

を含めた訪問支援が欲しいです。 

「精神障害者にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築」に向け参考にさせて

頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

120 

基幹相談センターか生活支援センター

に精神障害者の急性期症状に訪問する

チームを作ってください。入院しないで

すすむような体制を作ってください。 

精神障害者生活支援センターでは、定期

的な訪問に加え、緊急時の訪問支援を行

っていきます。 

121 

精神科病院の身体拘束を禁止してくだ

さい。できなければ、1 日までとしてく

ださい。拘束は治療という名のもとの虐

待です。人権無視はやめてほしいと思い

ます。 

引き続き、緊急時の必要最小限度の身体

拘束であるかどうか、人権擁護の観点か

ら監査・指導をしてまいります。 

122 

バリアフリーについて電車とバスは乗

りやすくなりました。運転手の対応はま

だまだ。 

障害者差別解消法に基づき、事業分野ご

とに所管省庁が事業者向けの対応指針

（ガイドライン）を策定しています。公

共交通機関は、国土交通省所管事業にお

ける障害を理由とする差別の解消の推

進に関する対応指針に基づき対応を進

めることとなります。 

123 

多目的トイレや車椅子用トイレにオム

ツ変えができるようなベットがないこ

とがほとんどです。肢体不自由の子供を

育てていますがベビー用ベットが使え

る体の大きさの時はオムツ変えに困ら

ない世の中でしたが小学生になってか

ら大変困っています。車椅子、多目的ト

イレを探してさらにベットがあるかを

探している状況です。これらのトイレに

は必ずベットもつけてもらいたいです。 

本市福祉のまちづくり条例では施設の

新設及び改修時には、条例に定める施設

整備基準を遵守することを定めていま

す。 

また、不特定かつ多数の人が利用する公

共性の高い施設の新設又は既存の改修

時には、多目的トイレなどに大きめのシ

ートを設けることが望ましいとしてい

ます。 

頂いた御意見も参考にしながら、今後

も、バリアフリー化を進めるよう事業者

等に働きかけていきます。 

124 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

・バリアフリーの適切な設置。エレベー

ターも、ただ設置すればいいということ

ではない。 

本市福祉のまちづくり条例では、一定規

模以上の建築物等の新設や改修時にバ

リアフリー基準へ適合することを義務

付け、施設整備者との事前協議を行って

います。頂いた御意見も参考にしなが

ら、今後も、バリアフリー化を進めるよ

う事業者等に働きかけてまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

125 

権利擁護について。障害者差別禁止法、

障害者虐待防止法等に関する研修強化

を明記してください。 

障害者差別解消法及び、障害者虐待防止

法については、法の趣旨等の普及・啓発

を実施するとともに事業者等を対象と

した研修を実施します。 

テーマ４ いきる力を学び・育む 

126 

グループホームを毎年 200 人分として

いるが、制度はあっても人材確保が厳

しい状況。福祉人材確保について、具

体策を障害者プランに明記してくださ

い。 

障害者グループホームの人件費につい

ては、サービス提供に伴い算定される自

立支援給付費で賄うこととされていま

すが、横浜市では、これに加え、グルー

プホーム単位で人件費等を補助してい

ます。 

御意見について参考とさせて頂きます。 

127 

自宅外での訪問看護の適応について。訪

問看護は自宅でのサービスですが、学校

や放課後等デイサービスなど利用でき

る場所を増やしていただけたら使える

サービスが増えて、学校への親の付き添

いも減少します。ご検討お願いします。 

頂いた御意見については、引き続き、国

や他都市の動向を見据えてまいります。 

128 

保育所等における障害児の受入れ体制の

整備とは具体的にはどのようなことを行

っているのか？入園に非常に苦慮したし、

放課後デイサービスも数が少なく利用が

どこまでできるのか不安である。障害児の

親の就労保障、障害児の日中生活の場、放

課後の活動の場を確保してほしい。 

障害児の受入れ推進のため、引き続き、

保育所等への本市独自の助成、障害児分

野の研修・研究及び地域療育センター等

による巡回訪問・保育所等訪問支援等を

推進してまいります。今後、計画の推進

にあたり、頂いた御意見を参考にさせて

頂きます。 

129 

子どもの計画相談は地域療育センター

の児童発達支援（医療型も含めて）を利

用する以外はあまり進んでいないとき

きます。保護者によるセルフプランが可

能であるため、そのプランが本当に子ど

もにとって適当なものかそうしたこと

をどこでどう確認していくのか、その相

談の場は保護者の意向に反することも

あるのでむずかしいとは思いますが、必

要なことではないかと思います。 

各関係法人等に、事業所開所の勧奨をす

るなどして計画を推進してまいります。

また、プラン内容は区で内容の検証、審

査をした上で決定しております。今後、

計画推進にあたり頂いた御意見を参考

にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

130 

計画相談について、特に障害児の目標は大

丈夫なのかといつも思っています。通園に

通っている方以外のほとんどの方は意向

確認書で済ませているというのが現状で

はないかと思っています。また、医療と教

育と福祉が連携して欲しいと感じおり、計

画相談がその一助になったらいいという

ことを期待を込めて待っています。 

障害児の計画相談支援（障害児相談支

援）の目標達成に向け、各関係法人等に、

必要な研修受講の勧奨や、事業所開所の

勧奨を行うほか、関係各所に事業概要の

説明や協力を依頼して参ります。障害児

相談支援の推進により、医療、福祉、教

育の連携がより進むよう、取組を進めま

す。 

131 

特別支援校だけでなく、一般の小中学校

の個別級に通っているお子さんも計画

相談の利用があります。地域の学校や先

生方から、そのお子さんがどのような学

校生活を過ごしているかを教えていた

だきたいと思いますが、なかなか学校に

伺うことが難しい現状があります。どう

地域で育つのか、育っていくのか、環境

づくりや情報提供を含めて、相談員の役

割の一つだと思うので、事業者が足を運

べる環境の構築や、後押しをお願いでき

ればと思います。 

各種学校の連絡会や各区自立支援協議

会などで、事業概要の説明や事業への協

力をお願いしており、学校や関係機関と

の関係構築に努めてまいります。計画の

推進にあたり、頂いた御意見を参考にさ

せて頂きます。 

132 

障害児支援のサービス提供体制の確保

と質の向上を図る観点が主な論点とし

て議論される中、障害児相談支援事業に

も同様にそれが求められるところであ

るが、障害児の保護者等が障害児相談支

援事業の不足等でスムーズな利用がで

きないことからやむなくセルフプラン

を選択する実情があるように感じる。 

障害児相談支援事業については、セルフ

プラン率の記載、及び障害児相談支援事

業の潜在ニーズを加味した上で、望まれ

ないセルフプランの解消に向けた計画

をお願いしたい。 

障害児相談事業の不足のためにやむな

くセルフプランになることのないよう、

各関係法人等に、必要な研修受講の勧奨

や、事業所開所の勧奨をするほか、関係

各所に事業概要の説明や協力依頼をし、

計画を推進してまいります。今後、計画

推進にあたり頂いた御意見を参考にさ

せて頂きます。 
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133 

訓練会について、学童も必要としますが

学校を出てからの方が機能維持を目的

として必要となります。 

地域訓練会運営費助成事業は、高校等年

齢までの児童を対象とする活動への支

援としており、それより上の年齢の方に

ついては、地域活動支援センター等の日

中活動支援策等により、障害者の機能訓

練・維持を支援しています。御意見は、

障害児者の機能訓練・維持の施策を検討

する中で、参考とさせて頂きます。 

134 

4-1.地域訓練会運営費助成事業（詳細版 

P62 関連） 

重心の訓練会活動は、月４回の活動の継

続がかなり厳しい状況にあります。知的

障害の子ども達の訓練会も存続が難し

く、休止状態になっているところもあり

ます。今後も訓練会として活動を継続し

ていかれるよう、月 2回の活動でも助成

対象となるような助成要件の見直しの

検討をお願いいたします。 

活動頻度や人数については、継続的な地

域訓練会活動として必要な下限設定を

しております。 

御意見は、参加しやすい工夫等を関係機

関とともに検討する中で、参考とさせて

頂きます。 

135 

療育センターの待機期間の改善につい

ては、3.5 月から 3.0 月への改善は２週

間の改善です。月単位の改善がなけれ

ば、誤差の範囲になってしまうのではな

いでしょうか。予算を付けて、２月程度

への改善目標設定をお願いします。 

初診申込件数は毎年増加していますが、

診療枠の増や申込後速やかに面談を行

い診療に必要な情報を聞き取るなどの

工夫を行い、初診待機期間の短縮を図っ

ています。 

今後、計画推進にあたり頂いた御意見を

参考にさせて頂きます。 

136 

地域療育センター以外の児童発達支援

事業所が増えている中で改めて児童発

達支援センターとしての療育センター

の役割がどうなっていくのかと思いま

した。 

障害児支援を行う事業所が増加している

なか、地域療育センターは、身近な療育の

専門機関として、地域の機関への技術支援

などを推進していく役割があると考えて

います。今後、計画推進にあたり頂いた御

意見を参考にさせて頂きます。 

137 

地域療育センター運営事業について、ス

タッフのマンパワーの充実、つまり人員

増をはかり、施設設備についても老朽化

しているところ、特にトイレや給食施設

に積極的に予算をつけて対応すべきで

す。 

地域療育センターは、必要に応じて人員

増や施設の修繕・再整備などを順次行っ

ています。 

頂いた御意見については、今後、地域療

育センターの運営の参考とさせて頂き

ます。 
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138 

小学校放課後キッズに障害児を受け入

れてくださっている事は助かるが、担当

者に聞いたところ「発達障害に詳しい人

が募集しても入ってこない」との事。社

交的な子どもなら利用できるが、ワーと

して大勢の子がそれぞれにグループで

時間をつぶしている中、人員不足でおび

える障害児もいる。引き続き整備をすす

めてほしい。 

障害児の受入れのため、平成 28 年度以

降、職員加配補助制度を順次拡充してき

ました。引き続き職員の障害理解を促進

するための研修の充実を図り、受入体制

を整備してまいります。 

139 

医療的ケアを必要とする子供や重症身

体障害児の放課後等デイサービス事業

について。医療的ケアを行うスタッフ、

バギーのまま送迎できる大型の送迎車、

多くの子供が休んだり、皆バギーや車椅

子を必要とするのでスペースも必要で

あり運営に費用がかかり他の障害種別

に比べて圧倒的に数が少ないです。加算

の工夫をしていただきたいです。重症児

も医療ケア児も肢体不自由の程度が軽

度の子供も共に過ごせるような場所が

あったらいいなと思います。 

重症心身障害児の方が通える放課後等

デイサービスは、平成 27 年度からの３年

間で６箇所の増となっています。今後

も、各法人に働きかけ、受入れ体制の強

化や事業所の増設に向けて取り組みま

す。計画を推進するにあたり、頂いた御

意見を参考にさせて頂きます。 
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140 

放課後等デイサービス（放デー）制度が

定着し、保護者にとっては、重要なイン

フラとなりました。しかし、事業者が急

激に増加し、競争になっています。障害

の程度が軽いお子さんを集めている事

業者や、支援者の異動が頻繁な事業者も

見受けられます。一方で、重心、医療ケ

ア、肢体不自由児など、手がかかる児童

生徒の利用先は限られています。重度、

重複児の受け入れ枠を増やすよう、指導

していただきたいです。・放デーの支援

者の障害に対する理解・スキルは、事業

者の研修体制によってばらつきがあり

ます。市のバックアップで、事業者の枠

を超えた統一した研修体制を整え、全体

のスキルアップを図ってほしいです。・

放デーの情報は、保護者同志の口コミに

よるところが大きいです。事業者と市、

区との協議の場はあるそうですが、放デ

ーを利用している当事者の意見・要望に

ついて協議する機会を定期的に設けて

頂きたいです。 

 

現在も事業所への実地指導や研修等を

行い、サービスの質の確保に向けての取

り組みを実施しておりますが、今後も質

の確保にも努めながら計画を推進して

まいります。また、重症心身障害児の受

入及び、事業所との協議の場について

も、計画を推進するにあたり、頂いた御

意見を参考にさせて頂きます。 

141 

4-1.放課後等のおける居場所の充実（詳

細版 P64 関連）学齢障害児支援の充実

については、放課後等ディサービス事業

の目標数は年度ごとに増加しています

が、肢体不自由児並びに医療的ケアを必

要とする重心障害児向けの放課後ディ

サービス事業が現状も少ないと言う事

を踏まえ、障害種別の目標数を定めて推

進して頂きたいと考えます。 

重症心身障害児や医療的ケアを必要と

する障害児等を含め、障害種別に関わら

ず受け入れができるよう、各法人に働き

かけ、受入れ体制の強化や、事業所の増

設に向けて取り組んでまいります。計画

を推進するにあたり、頂いた御意見を参

考にさせて頂きます。 
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142 

成人期の方への支援をしていると、親御

さんはグループホームと思っていても

ひとり暮らしになる方が少しずつ増え

ています。その時に自アシさんとかだけ

でなく、本人の生活力を高めていく支援

を高等部よりできないでしょうか。東北

の方のある高等部養護学校では、高等部

になると炊飯器を一人ひとつずつ持た

せて高等部卒業までに食事をつくれる

ようにする取組があると聞きました。 

横浜市の高等特別支援学校として就労

のスキルだけではなく、生活する力を育

む取り組みを強化できないでしょうか。 

頂いた御意見を踏まえ、今後の高等特別

支援学校での教育内容の参考とさせて

頂きます。 

143 

「あなたも私も、僕も君も」としてＰＴ

Ａを包括した心の病なる障害を学校（中

学・高校）でのキズキの対応教育を関連

窓口と連携推進いただきたい。 

頂いた御意見は、今後の参考とさせて頂

きます。 

144 

「4－2」昨年センター的機能を利用させ

ていただき、とてもありがたく思いまし

た。たたその都度先生に授業を抜けてい

ただき、他の方にも申し訳なく思いまし

た。ちょっとした事ではお願いしずらい

なと思いました。保護者でつながって、

共通する事でお願いできたらとも思っ

ています。 

頂いた御意見は、事業実施する上での参

考とさせて頂きます。 

145 

就学・教育相談の体制強化ですが、就学

相談は、地域療育センターなどで実施す

るように検討をしてもらいたい。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

146 

特別支援学校スクールバスの運行につ

いて、医療ケア児が乗車・通学できる体

制を早急に構築するべきです。毎日保護

者自身が送り迎えをすることの負担は

極めて大きく、保護者の健康を損なって

いるような現状です。 

頂いた御意見については、引き続き、国

や他都市の動向を見据えてまいります。 
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147 

教育における特別支援学校の再編整備

について、平成 32 年度には左近山を開校

したことにより、再編整備終了となりま

すが、そもそも北綱島の閉校に関し、保

護者他の同意もえないままに、さも計画

のように書かれているのは、まったく理

解できません。市立の設置は義務ではな

いと言われても、市内で地域格差があ

る。北綱の閉校を選ばれる理由が全くわ

かりません。学校が多少狭くても、自宅

から一番近いのが一番です。肢体不自由

児の体調管理においても、保護者の生活

においても近くにある学校が一番です。

悪化させる計画を左近山開校前に見直

してください。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 

148 
Ａ２・Ｂ１のクラスの高校を増やしてほ

しい。 

頂いた御意見は、今後の参考とさせて頂

きます。 

149 

都筑区在住 50 代女性です。友人のご子息

が北綱島特別支援学校に通っています。

この学校をなくさないでほしいと願い

ます。分校になる計画も含め、市北東部

から遠距離になることは現在通学する、

または将来的に入学を希望する子ども

たちの健康に、多大なるリスクと悪影響

を与えかねないこと、またその保護者の

負担増強が計り知れないと思います。で

きる限り無理のない環境下で、子どもた

ちが学校に集い、大切な交流の場で新し

い出会いと刺激を得て学ぶ意義と権利

を尊重していただきたいと切に願って

います。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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150 

特別支援学校の再編整備について、下記

の記載があり、「再編整備終了」となって

いますが、再編計画については、市教委

の説明に PTA、保護者が納得せず、特別

支援学校の校長会からの提言でも問題

視されています。計画自体も 31 年度の話

です。かような状況にもかかわらず、実

施終了と記載されているのは、甚だ遺憾

です。抗議したいと思います。いつから

横浜市は、このような障害者いじめをす

るようになったのでしょうか？ 

再編整備に伴う平成 31 年度の左近山特

別支援学校（仮称）の開校により、施設

整備における再編整備が終了します。一

方、居住地域により通学先を指定してい

くことになりますが、在校生に対して転

校を強制することはありませんので、全

体の再編整備はゆっくり進んでいくこ

とになります。 

151 

特別支援学校の再編整備プランを見て

の意見です。人口増加の著しい横浜市北

東部の特別支援学校をなくさないでほ

しいと思います。どうぞよろしくお願い

します。 

市北東部にお住まいの方については、引

き続き、新たに設置される県立特別支援

学校及び既存の県立・市立特別支援学校

で受け入れます。 

152 

北綱島特別支援学校が閉校となり上菅

田特別支援学校の分教室となる計画に

ついて。生徒数が多く、またこの地域は

人口も増えていて今後も生徒数が増え

ることが予測されます。この地域の学校

が閉校になる理由がわかりません。近隣

の一般校は人口の増加に伴い新設校（小

学校）が２校できます。特別支援学校だ

けは『土地がなかった』との説明で生徒

が想定数より多くいるのに 3年後に閉校

すると説明を受けました。このようなお

話は一般校ではありえないと思います。

障害のある子供も地域の学校に通いた

いです。北綱島特別支援学校の継続、他

の肢体不自由特別支援学校と同じ教育

を受けられるよう区別をしないでくだ

さい。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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153 

 

特別支援学校について住んでいる地域

の学校に通えますよう、位置や人口に似

合った設置をお願いします。横浜市は近

年は学童人口が減少して廃校となった

小学校をリフォームして身体の不自由

な子供が通う特別支援学校を新たに作

っていますが（元々ある特別支援学校を

閉校にして新たな場所に作っている）、

遠い場所に通う負担、スクールバスを運

営する費用も大きいと思います。インク

ルーシブ教育を国では推奨しています

が横浜の子供も地域で学べるようにお

願いします。 

肢体不自由特別支援学校の再編整備に

おいては、できるだけ居住地から近い特

別支援学校への就学ができるよう就学

相談を行っていきます。また、引き続き、

個々の障害の程度や状態に応じた必要

な教育の場を充実しながら、子ども達の

成長を促がせるよう、インクルーシブ教

育システムの構築にも取り組みます。 

154 

分教室と書いているが、分教室は校長先

生もいない。先生の数も減らされ環境は

悪化するので、通う児童生徒の学習権を

侵害していると思います。 

分教室移行後も現状の教育内容を継続

できるようにしてまいります。 

155 
人口増加の著しい横浜市北東部の特別

支援学校をなくさないでほしい。 

市北東部にお住まいの方については、引

き続き、県立及び市立特別支援学校で受

け入れていくとともに、北綱島特別支援

学校においても、上菅田特別支援学校の

分教室として今後の就学予定者も受け

入れていくことで対応してまいります。 

156 

特別支援学校の再編計画は、何故、北綱

島特別支援学校が閉鎖されるのか理解

出来ない。横浜市の説明は、閉鎖ありき

で、子供の事を考えていないと感じる。

閉鎖案を見直すべき、又は廃止すべきで

ある。左近山特別支援や他の支援学校に

転校は通学時間や通学バスの問題もあ

る。北綱島特別支援学校に通う児童は、

重度の障害のある児童が多数いる。実情

を理解していない人間が計画している

としか思えない。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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157 

横浜市教育委員会の「特別支援学校再編

整備計画」について、関係者の方々には、

改めて正しく認識して頂きたいと思っ

ております。この再編整備計画、当初は

①学区を定め、どの学校でも同じような

教育をうけられるようにする。(どの学

校でも重度から軽度の子どもを受け入

れる。)②スクールバスの整備、１時間以

内の登下校をめざす。③上菅田特別支援

学校の過大化解消のため、旭区に左近山

特別支援学校を新設する。④狭隘化、老

朽化を理由に北東部の北綱島特別支援

学校を閉校する。と言われておりまし

た。今の状況は、どうでしょうか？ 

①②については、今後時間をかけて状況

を見ながら対応していく。③について

は、左近山特別支援学校の新設を進めて

いる。(ただし、上菅田の在校生に、転校

の要請はなく(希望制)現時点では、数名

しか動かず、開校時は、その年の新入生

＋その数名となり、上菅田の過大化解消

には、あまり効果が期待できないと思わ

れる。)そもそも必要なのか？④北綱島

の保護者からの反対もあり、閉校→分教

室になる。(一見、条件が良くなった思わ

れるが、現実は、全く違う。何故なら、

分教室は、法的に守られず、校長先生の

配置もない。本校(上菅田)と教員数や看

護師等、人数が減るのは、明らかであ

る。) 

そもそもの目的の①②が先延ばしの状

態で再編整備終了に向かっていると言

えるのでしょうか？左近山特別支援学

校を新設する事で、児童生徒の受け入れ

枠は、増えたかもしれませんが、この偏

った学校の配置で、身体の不自由な子ど

もたちが、正しく適正に学校に通えるわ

市北東部にお住まいの方については、引

き続き、県立及び市立特別支援学校で受

け入れていくとともに、北綱島特別支援

学校においても、上菅田特別支援学校の

分教室として今後の就学予定者も受け

入れていくことで対応してまいります。 
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けがありません。人口流入が進む市北東

部の子どもたちは、見捨てられるのでし

ょうか？ 

市教育委員会は、北綱島特別支援学校の

保護者には、説明会や個人面談を行い丁

寧に対応していますと各所で話してい

ますが、保護者は、全く納得していませ

ん。先日、北綱島特別支援学校で行われ

た説明会では、「左近山特別支援学校を

開校するためにどこかひとつ学校を無

くさなくてはならず、それが北綱島にな

りました。」と言いました。障害者の教育

を率先して進めていた横浜市が、肢体特

別支援学校は、５校までという意味のな

いこだわりで、医ケア率の一番高い北綱

島特別支援学校の子どもたちの学校を、

命の危険、リスクの高まる分教室にして

いいのでしょうか？新しく学校を建て

て欲しいとは、言っていません。今まで

通り、学校で残して欲しいと言っている

だけです。ここは、子どもたちにとって

唯一無二の場所です。間違いが起きたと

き、横浜市は、責任を取ってくださるの

でしょうか？市教委の間違いを誰か正

してくださいませんか？間違いを認め

ず、正しい方向に進んでいないものに、

私たちの大切な税金を使わないでくだ

さい。私達は、安全に不安のない学校に

通いたい。一体誰のための何のための再

編整備なのか、横浜市に問いたいです。

どうぞよろしくお願いいたします。     
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 意見の内容 本市の考え方 

158 

私は.今回の再編整備計画について、コ

メントをさせていただきたく.メールし

ました。私の子供は.北綱島特別支援学

校に通っています。保護者説明会を通じ

て.教育委員会の話を聞いていました

が.どうしてこの学校を閉校して.分教

室にするのか?未だに理解できません。

保護者の間でも、この計画は問題だらけ

だと言っています。保護者の意思を無視

しており.この学校をなくせば、重度障

害の子供は.通えなくなることが明らか

です。この地域は.重度障害の学校があ

りません。もう少し.子供達の事をよく

考えて下さい。そして、この計画を白紙

にして.この学校の子供の事.保護者の

思いを汲み取って下さい。あなた方のし

ている事は.傲慢としか思えません。私

たちは.分教室ではなく.学校を残して

ほしいのです。よろしくお願いします。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 

159 

北綱島特別支援学校の閉校、分教室移行

の件が、保護者への説明会、個別面談実

施とだけあり、まるで円滑にことが進ん

でいるように書かれているが、保護者と

の話し合いは平行線で全く納得などし

ていない。狭隘化など通学する場所を奪

う理由にはならない。環境改善、教育の

充実などは通う学校があってのこと。何

故、閉校することでの問題が山積する

中、強行に推し進めるのか理解出来な

い。せめて 32 年度再編整備終了ではな

く、もっと時間をかけて、何故、市北部

に特別支援学校を無くしてでも再編を

推進する必要があるのか保護者が納得

できるような意味のある説明会をお願

いします。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

160 

友人のご子息が閉校予定の北綱島特別

支援学校に通われています。閉校するこ

とについて反対の意見を送らせていた

だきます。 

・人口増加の著しい横浜市北東部の特別

支援学校がなくなるということで大変

困惑されています。なくさないでいただ

きたいです。 

・北綱島に通いたい児童生徒の人権や学

習権を侵害しているのではないかと思

います。通われているお子さんは重度の

障害を持った方もいらっしゃいます。 

・分教室となると校長がいないため、救

急搬送の指揮系統・責任は誰になるの

か、判断が曖昧になり迅速な判断ができ

ないのではないでしょうか。 

・教職員や看護師の数も減り先生方の負

担が増し、予算も減るので、環境悪化は

避けられないと思います。 

以上再検討いただきたくよろしくお願

いいたします。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

161 

北綱島支援学校が将来的に閉校になる

ことも知りました。そちらへお子様を通

わせていらっしゃるご家族の方々はな

んとか存続へ向けてということで、活動

をしていらっしゃるようですが、方針に

変わりが無いと聞き、とても残念に思い

ます。幼児教育の無償化など子供に優し

い社会と共に、そこに通う子供達がたく

さんいて、その子供達と保護者が幸せで

ある支援学校を減らさないで頂きたい

と思います。先日横浜市内の障害のある

方々の作業所でボランティアをさせて

頂きました。年齢も障害も様々ですが、

とても生き生きと自分にできる仕事を

一生懸命にされていました。もちろん将

来そのようなことの叶わない重度の子

供達もいるでしょう。であれば尚更、で

きる限り便利の良い場所で学ぶ場が、友

達と過ごす学校が誰にも必要です。遠く

なってしまうと大きな負担になる、そし

て通えなくなるという家庭を切り捨て

てはいけないと思います。そして分教室

となった場合条件が悪くなり保護者に

とっては不安が大きくなるようです。保

護者や子供達から必要とされている場

所で、望まれる形で、支援学校が存続し

ていけるよう切に望みます。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

162 

特別支援学校の再編整備について記載

がありましたが、入学者増に伴う狭隘化

のため、対応が必要な特別支援学校（肢

体不自由）を再編整備するならば、人口

の多い横浜北部の北綱島特別支援学校

は学校として絶対に残すべきです。地域

と共に歩んできた北綱島をなくしては

いけないです。健常児のお母さん方も、

他人事ではなく、自分の子も障害を持っ

て生まれるかもしれなかった。近くに特

別支援学校があるから安心できた、と言

っています。一般の地域住民も、特別支

援学校を排除してほしいとは思ってい

ません。左近山特別支援学校が開校する

から、北綱島を閉校させる理由が本当に

あるのですか。地域が全然違います。分

校で、存続させるなら、学校でよいので

はないですか。折角の素晴らしい施設を

壊すのではなく、これからも横浜北部の

障害のある子ども達の為に有効利用さ

せてください。どうか特別支援学校を 13

校に整備するという考えに切り替えて

ください。お願いします。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 

163 

今後、青葉区に支援校が開校すると、本

校に在籍する横浜市民は少なくなるこ

とが予想されます。新設校との連携を蜜

にし、市の施策情報の共有を図っていた

だきたいです。 

引き続き、県教育委員会と情報共有及び

連携を図ってまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

164 

特別支援学校の再編整備については、児

童生徒及び保護者の意見を十分尊重し

て進めていただきたいと思います。ま

た、再編整備に伴い、閉校予定の北綱島

特別支援学校につきましては当該地域

は特に児童数の多い地域であり今後も

特別支援学校の必要な地域であるとい

うことを十分踏まえたうえで、新たな支

援学校の整備も視野に入れて検討して

いただきたいと思います。再編整備に伴

い、軽度から重度まで各校で受けれてい

く予定になっていますが、必要な教員体

制等をきちんと取っていただきたいと

思います。 

頂いた御意見を踏まえ、北綱島特別支援

学校での教育内容を継続できる教職員

配置及び教職員体制の構築に努めてま

いります。 

165 

北綱島特別支援学校の分校（いずれは閉

校）を一方的に決定されたことが非常に

残念です。 

説明会で質問をしても、的確な解答はな

く、不安と不満が募ります。 

また、高等部卒業後の通所施設も空きが

非常に少ない状況で 将来に希望が全

く持てません。 

遠くの施設まで通わなければいけない

のであれば、交通費の全額負担と送迎の

保障をお願いします。 

毎日、親が送迎するのは困難です。 

さらに、親亡き後 兄弟児に負担をかけ

ずに行きていくことができるのか 非

常に心配です。 

重度障害児の教育と生活の場を狭める

ことのないよう、くれぐれもよろしくお

願い致します。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

166 

北綱島特別支援学校分教室化及び、横浜

市特別支援学校再編整備計画の凍結を

望みます。 

 

・北綱島特別支援学校に関して、障害者

プランで評価○、32 年度終了と書かれて

いますが、事実と異なります。なにをも

って評価○としているのでしょうか？

保護者は全く納得していません。障害福

祉部としても、他人事とせず、「障害者差

別解消法」に反することとして、受け止

め、市長、教育長、教育委員会、健康福

祉局全体で議論していただきたいです。

数人の教育委員会のかたが勝手に決め、

事前に有識者会議も、保護者説明会も無

しに、閉校を強行する姿勢が理解できま

せん。議会や教育委員、福祉関係者、他

学校関係者には、教育委員会に都合の良

いことしか言わず、強行しようとしてい

ます。 

 

・北綱島特別支援学校は、横浜市内で障

害の度合いが重度である児童生徒が一

番多く通う学校であり、再編整備によ

り、学校が閉校や分教室になったり、不

安定な環境では、児童生徒が、命の危険

にさらされます。問題が多いまま強行す

れば、もしも何か事故があった場合、見

切り発車をしたと、横浜市教育委員会の

問題が、公になると思います。 

 

・分教室で期限を撤廃しての存続とは、

だれがどう保証するのでしょうか。横浜

市北東部に住む障害のある児童生徒の

教育を受ける権利を蔑ろにしています。 

説明会では、仮に再編整備により、学校

に通えなくなる児童生徒が発生しても、

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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訪問学習という方法があるから、学習権

の侵害に当たらないと教育委員会は説

明しました。このことは、障害者が長年

願い、先輩方の運動の末獲得できた権

利・歴史を後退させる暴挙です。障害福

祉部として、このような差別的行為をど

う考えているのでしょうか？ 

 

・分教室は、校長先生はいなく副校長先

生となります。重度の児童生徒が多く救

急搬送も多い北綱島特別支援学校の状

況をわかっているのか疑問です。分教室

になると、看護師さんは減らされ教職員

の負担が増えます。一方、新設される左

近山特別支援学校は、再編整備を謳いな

がら、周辺の特別支援学校在校生には転

校しなくて良いので安心してください

と説明しているので、新入生や加えて何

人かの人数構成となり、学校として、成

り立つのか疑問です。上菅田から遠く、

70～80 人の北綱島が分教室で、人数が少

ない左近山が学校とは、理解できませ

ん。 

・教育委員会は、特別支援学校を設置す

る義務は市ではなく県にあると、投げて

います。肢体不自由学校が５校から 6校

にできない理由はなんでしょうか？学

校であると国や県から補助金が入ると

思いますが、分教室にすれば、全額横浜

市負担です。予算予算と言いながら、横

浜市が分教室を負担し続ける理由は何

ですか？分教室として期限なく存続す

ると言いながら、ただの絵にかいた餅に

過ぎないと思います。 

 

・問題だけの、この北綱島特別支援学校

閉校分教室問題、横浜市特別支援学校再

編整備計画の凍結を希望します。 
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 意見の内容 本市の考え方 

167 

横浜市教育委員会は、特別支援学校の再

編整備で、人口が増えている港北区にあ

る北綱島特別支援学校を閉校し、人口が

減少している旭区の左近山に新しい特

別支援学校を設置すると発表しました。

北綱島特別支援学校は、北綱島小学校と

渡り廊下でつながり、行き来がしやす

く、インクルーシブ教育のモデル校で

す。全国から見学に来るような学校を、

通っている生徒・児童・保護者・地域の

方達の意見も聞かずに閉校を決める事

は横浜市として恥ずかしいことではな

いでしょうか。今あるつながりを生かし

てください。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

168 

肢体不自由特別支援学校再編整備計画

で、左近山に新設校を作るために北綱島

特別支援学校を閉校にするのは法令違

反になると考える。教育委員会は特別支

援学校の設置義務は神奈川県にあると

言いつつ、北綱島特別支援学校を分教室

にしようとしている。地方自治体は差別

に繋がる様々な障壁を取り除くことが

義務のはずである。法律や観念も社会的

障壁になると文部科学省からの通達に

出ている。横浜市に新設校をどんどん作

れと言っているわけではない。今まであ

った学校をなぜなくさなければ新設校

を作れないのか、分からない。健常児の

学校は増やせるのに、特別支援学校を増

やせないというのは横浜市教育委員会

による障害者差別である。重度障害者は

医療技術の発達等によりこれからも増

え続ける。研究結果も多数あるはずなの

に、横浜市は障害者が学ぶ場所を縮小し

ようとしている。北綱島特別支援学校は

市内北東部にある重要な特別支援学校

である。再編整備計画を見直し、閉校を

撤廃するべきである。調査方法や計画の

策定もかなりずさんで、教育委員会によ

る「丁寧な説明」も全くなされていない。

有識者、資料関係者、地域の障害者福祉

に関わる人、保護者、現場の教職員を加

えた会議を開き、計画をやり直すのが筋

だと思う。 

北綱島特別支援学校は、上菅田特別支援

学校の分教室として在校生及び今後の

就学予定者も受け入れていくことで対

応してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

169 

特別支援学校医療的ケア体制整備事業

について、○となっていますが、どうい

った根拠で○なのか、全く足りていない

実情です。さらに、早急に対応をしても

らいたいです。以上、今のところ資料を

拝見しての意見を提出いたします。見直

しにより、プランの実現・充実を期待し

ています。 

引き続き、特別支援学校での医療的ケア

体制の充実に向けて取り組んでまいり

ます。 

170 

支援学級の先生が「人が足りない」と言

っている。支援員もほぼボランティア価

格、時間制限もある。Ｂ１以上は基本支

援級なので、大変な子もいる。個別級の

先生を増やしてほしい。 

教職員をすぐに増やすことは困難です

が、引き続き、特別支援教育支援員事業

の充実に取り組むとともに、校内での支

援体制の構築に取り組んでまいります。 

171 

おはようございます。いつもお世話にな

っております。私は、重度障がいで２４

時間ヘルパーさんが必要です。でも、ヘ

ルパーさんがぜんぜん足りていなく、自

分の生き方ができません。それと、ヘル

パーさんの質が悪すぎます。利用者側が

事業所さんの顔色を見ながら、生活をし

ている事が、今の横浜福祉の現状です。

これでは、「障がい者総合支援法」とは全

く言えません。もう一度この制度を、神

奈川県知事さん 横浜市長さん 障がい

者福祉の職員さん全員で読み直して頂

き、ソッコー改善をお願いします。本当

にヘルパーさんが足りていないので、そ

れぞれの利用者のニーズにあったプラ

ン実行を、心からよろしくお願いしま

す。 

御意見の趣旨は、今後も具体的な事業や

取組を行うにあたっての参考にさせて

頂きます。 

172 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。 

・ガイヘルを使い、もっと色々な所へ外

出したい。 

事業者については、今後、事業の趣旨等

について周知徹底を図ってまいります。

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

173 
障害福祉関係の人材の育成と確保に予

算を十分にとってください。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保

に向けた取組を一層推進してまいりま

す。 
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 意見の内容 本市の考え方 

174 

福祉の人材不足の状況はより一層深刻に

なっています。特に入所施設やグループ

ホームなど夜間の勤務を伴う職種は厳し

い状況が続いております。この状況は福

祉分野全体に係ることであり、障害福祉

だけの取組みで改善できることには限り

があると思います。今後の少子高齢化が

進むことを考えた上での、横浜市として

の福祉の取組みが求められていると思い

ます。あらたに健康福祉局だけでなく、横

浜市の関係部署を横断する専門部会等を

立ち上げ、横浜市として福祉の人材確保

を方針として打ち出してください。 

平成 27 年度には「福祉のしごとフェア」

に関連団体と参画しましたが、参加者が少

なく苦慮しています。現在はどの分野も有

効求人倍率が高く人材を確保することが

課題となっており、障害福祉分野でもより

深刻化しています。こうした状況をふま

え、本市では事業者とともに人材確保の方

策について取り組んでいきます。 

175 

人材について、専門学校が、一時期立て

続けに撤退した。それ以降、確保が難し

くなった。そうした学校がもう一度でき

るように、市の関与を。また、授業の内

容として、何を伝えるかということも作

っていく必要があるのでは。資格を取る

だけでなく、福祉に興味が湧くような授

業内容を作ってほしい。一般大学の福祉

も、福祉に行かなくなって何年も経つ。

そこにどうＰＲするか。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保

に向けた取組を一層推進してまいりま

す。 

176 

人材確保として、東京都グループホーム

職員の住居手当の制度等を参考にして

ほしい。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保

に向けた取組を一層推進してまいりま

す。 

177 

人材確保として、京都のような事業者認

証制度で大学と連携したりしないとこ

の局面を打開できない。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保

に向けた取組を一層推進してまいりま

す。 

178 

人材確保・育成 

福祉の人材確保 

グループホームの設置数伸びていない、

その原因は、知的障害者のグループホー

ムにおいて人材確保ができないことに

一義的原因。プロモーションビデオがど

こまで効率的か疑問。抜本策をしめして

ください。 

平成 27 年度には「福祉のしごとフェア」

に関連団体と参画しましたが、参加者が少

なく苦慮しています。現在はどの分野も有

効求人倍率が高く人材を確保することが

課題となっており、障害福祉分野でもより

深刻化しています。こうした状況をふま

え、本市では事業者とともに人材確保の方

策について取り組んでいきます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

179 

障害の重い方は遠くの大きな病院に通

院することが多いです。例えば気管切開

をしている子は親が 3キロの吸引器を持

ち、公共機関の長時間の利用、病院で長

時間待ち、荷物は重い、吸引は必要、（昔

は多動）で通院するのが大変でヘルパー

を利用させて頂いていますが吸引でき

る方がおらず、結局、親とヘルパーと子

供で行っています。会計時などで見てい

ただき助かりますが、正直、ほぼヘルパ

ーの意味はあまりないです。常に親が付

き添い必要です。通学も医療ケアがあり

公共機関での利用をしていますが吸引

できるヘルパーがおらず親が行くしか

ないです。医療用品にお金はかかるわ、

通学付き添いで働けないわです。せめて

ヘルパーさんが送り迎えして頂けると

働けるのに、ケアがあるだけで送迎の時

間で２時間ほど取られています。 

御意見の趣旨は、今後も具体的な事業や

取組を行うにあたっての参考にさせて

頂きます。 

テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

180 

就労について。A型を辞めた理由を調べ

て、合うような支援をしないと落ちこぼ

れる。 

頂いた御意見も踏まえ、利用者お一人

おひとりにあった適切な支援がなされ

るよう引き続き関係者と協力し、取り

組んでいきます。 

181 
学校卒業後の行き先が昔より増えたが、

まだ足りていない。 

学校卒業後に利用する施設の推進につ

いては、引き続き取組を進めてまいりま

す。 

182 

就労支援について、就労支援の A 型や B

型や自立支援などにかかる税金、収入例

のモデルと就職した場合の税金、収入例

のモデルなど作成して事業所にオトク感

を示せればよいかと思います。 

費用対効果を明らかにすることは重要

なことですが、御提案頂いた数値を検証

することは、データ収集や分析等の点か

ら難しい面があると思います。今後の参

考にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

183 

日中活動について、量的な拡充が進む一

方で行動障害や医療ケアなどの重度者が

疎外されている状況があります。単なる

数値目標ではなく、具体的なニーズに即

した目標設定をしてください。『地域活

動支援センターについては必要数を確保

しつつ障害福祉サービスへの事業移行を

進める』とのことですから、移行を促進

するための補助金の拡充をしてくださ

い。 

引き続き、市内６方面別に常に医療的ケ

アが必要な障害児・者等を支援する多機

能型拠点の整備を進めるとともに、行動

障害や医療ケアのある方などの通所施

設数の拡大に向けた施策を検討します。 

また、地域活動支援センター作業所型か

ら障害福祉サービス事業への移行に伴

う補助金については、引き続きあり方を

検討します。 

184 

放課後等児童デイがふえる今、帰宅時間

が延びています。この事業を利用してい

る人たちが高等部を卒業して福祉就労

（日中活動）に移行した時、日中活動終

了時間が短く感じる人が多くなると予想

されます。このこともふまえて、これか

らの事業を考えていただきたいと思いま

す。 

引き続き国の動向を注視していくとと

もに、状況把握に努めてまいります。 

185 

横浜市北部地方に障害者の日中活動場所

を作って下さい。横浜市の中で地域格差

があるように思います。遠い場所に通う

場合には移動支援や本人の疲労も伴い、

体や費用の負担も増えます。 

通所系障害福祉サービス事業所につい

ては、施設が少ないと思われる地域に対

して施設新設時の補助金を増額してい

ます。 

なお、日中支援等の施設については、設

置場所の選定を運営法人が決定してい

ることや、施設を設置可能な土地や建物

の確保のしやすさが区によって異なる

といった事情から、各区に均等に設置し

ていくことは困難な状況です。 

御意見については参考とさせて頂きま

す。 
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 意見の内容 本市の考え方 

186 

横浜市北部は通所施設、作業所が元々少

ない上に人数が多いため受け入れ先がな

い状態です。この先、卒業生は増加する

一方ですが、新規施設の予定が全くない

です。上記 2-1、2-2 と同様に、慢性的に

需要見込みに対する定員が確保されてい

ない状態です。進路担当の先生はいつも、

進路先が非常に少ない、とお話されてい

ます。・新規の事業所立ち上げ時の設置基

準が、想定する利用者が必要としない設

備（オストメイト等）まで要求されてい

るので、新規参入が困難となっていま

す。・放デーは、17 時頃まで利用できます

が、施設では夕方の過ごし先が限られて

います。学校を卒業してからの夕方支援

施策を望みます。 

通所系障害福祉サービス事業所につい

ては、施設が少ないと思われる地域に対

して施設新設時の補助金を増額してい

ます。 

なお、事業所については、設置場所の選

定を運営法人が決定していることや、設

置可能な土地や建物の確保のしやすさ

が区によって異なるといった事情から、

各区に均等に設置していくことは困難

な状況です。御意見について、参考とさ

せて頂きます。 

事業所の新設における横浜市福祉のま

ちづくり条例の適用については、関係団

体や建築局等と協議を行い、一定の条件

の下に緩和措置を講じています。また、

学校卒業後の障害者の夕方支援につい

ては、引き続き国の動向に注視してまい

ります。 

187 

5-3.日中活動場所の役割の明確化及び設

置促進（詳細版 P89 関連） 

日中活動場所の拡充については、横浜市

がどう関わって進めていくのかを具体的

に示していただきたいと考えます。 

また、生活介護の年度別の目標値につい

ては、主な障害種別ごとの目標を記載し

ていただきたいと考えます。 

年齢区分 4 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

188 

横浜市福祉特別乗車券と敬老パスなどに

ついて IC カードとして頂けないかと思

います。有人改札を通るのに不必要な不

安がありますし、並ぶことや動線から外

れることが多いです。IC カードにして頂

ければ使えない人のみ有人改札で見せれ

ばよいと思います。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

189 

大変立派な福祉の市で感謝しておりま

す。高齢者パス障害者福祉パス失くさな

いでほしい。 

引き続き、制度の維持に努めてまいりま

す。 
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 意見の内容 本市の考え方 

190 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

 ・車椅子タクシーの台数がとりにくい

ので増やしてほしい。 

事業者については、今後、事業の趣旨等

について周知徹底を図ってまいります。

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

191 

基本目標など、テーマ別に分かれて考え

られていると思いますが、実際に充実さ

れているのでしょうか。ガイドヘルパー

を利用したくても、断わられてしまう現

状があります。「知的の軽い人は大丈夫

やりたいヘルパーがいるから！同じ単

価だったら、身障の重い人につきたいと

言う人はほとんどいない」と言われまし

た。この現状を重く受け止めて欲しいで

す。良い制度を作っても、現場サイドが

ついていけていません。ヘルパーさんは

年配の方が多いのが現状です。これで

は、安心して地域生活が送れません。親

亡き後どことか今が不安です。ぜひ今を

安心してくらせるよう協力をお願いし

ます。 

御意見を参考にさせて頂き、引き続き、

利用しやすい移動支援を目指して、取組

を進めて参ります。 

192 

医療ケアが必要な児童生徒、また、自力

通学が困難な高等部の生徒は、スクール

バスの乗車ができない状態です（特に登

校時）。親の負担が大きく、親が送迎でき

ない場合は、子どもを休ませるしか選択

肢がない状況です。 

現状と課題をしっかりと把握し、御意見

の趣旨は、具体的な事業や取組を行うに

あたっての参考にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

193 

・移動情報センターの設置により、移動

支援に関する相談窓口ができ、制度や業

者の紹介を受けられるようになり、助か

っています。・本校では、利用者がいない

ことから車両を使用した通学支援サー

ビスが終了しました。乗り合いによる通

学支援ですが、定期利用、利用料は、乗

車する人数で割る形なので、使い勝手が

悪く、利用者がいない状態となったため

です。普段は、保護者が送迎しています

が、都合がつかない時に利用できる移動

支援サービスがあると助かります。送迎

の為に、放課後等デイサービスを利用す

ることもあり、他のニーズを放デーがカ

バーしている状態です。・高等部、障害者

施設への送迎サービスの充実を望みま

す。特に、朝の送迎の為、退職を余儀な

くされる保護者がいます。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

194 

取組５－５ 

「文化スポーツ・レクリエーション」に

つきまして、「情報収集」「仕組みづくり」

の角度から、意見と提案書を提出させて

いただきます。 

＜経緯＞ 

 私どもは NPO のメディアとして横浜に

事務局を置き、2000 年シドニーパラリン

ピック写真配信をきっかけに、障害者の

スポーツを知り知らせる活動を行って

きました。インターネットによるパラリ

ンピック写真配信と写真展の活動が始

まりで、現在はパラリンピックムーブメ

ントの役割を取材。地域の橋渡し役にな

ればと考えています。 

 2011 年のスポーツ基本法の改定によ

り、それまで障害者のスポーツが健常者

のスポツと区別され、スポーツとしての

認識が極めて低い状態が改善され、リハ

ビリ、レクリエーションから協議まで、

スポーツの様々な要素が障害のある人

の生活の質を高めるテーマとなりまし

た。 

現状・未来に向けて～2020 後への準備／

この数年で行いと考えること 

 現在は、旧体制からの移行期になり、

ハード、ソフト面と改善と同時に、東京

でのパラリンピック啓発活動「パラリン

ピックムーブメント」の推進により、全

国の障害のある人の地域での暮らしへ

の「協議スポーツからのアプローチ」が

行われています。 

関係機関との連携は重要であると認識

しております。今後も頂いた御意見を踏

まえながら、着実に計画を推進してまい

ります。 
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 パラリンピックムーブメントは、様々

な障害のある人の生活の質の向上を目

指す方向性を持っています。 

・参考；日本障害者スポーツ協会サイト

／パラリンピックとは 

http://www.jsad.or.jp/paralympic/what/ 

パラリンピックや協議スポーツは、多く

の人にとって自分の身には関係ないと

なりがちですが、「パラリンピックムー

ブメント」を正しく理解すれば、多くの

障害のある市民と関わる人々がバリア

フリーの担い手となりより良い横浜の

地域づくりを加速します。 

「情報収集と発信」 

私どもは国内外の障害者スポーツの現

地取材 16 年間行っています。これまで

も全国の地域で取材報告やイベント、写

真展を開催しています。横浜でも中区情

報文化センターみなとみらい地区、横浜

ラポールなどでの活動実績があります。

また、2016 年には、横浜大さん橋フェス

タで 2日間にわたる「パラスポーツ in 横

浜大さん橋」で体験交流会を開催しまし

た。以下パラスポーツ啓発の協働イベン

トの事例となります。 

（東京都）アジアユースパラゲームズ東

京 2009 オフィシャルメディアチーム 

http://www.parapgoto.org/tokyo2009/ 

（横浜市）ヨコハマ・パラスポーツ・コ

ドモ新聞「ritomo」テスト号 

http://www2.yspc.or.jp/ysa/press/27pdf/ 

kisyahappyo_20150414_4.pdf 

横浜大さん橋フェスタ 2016「パラスポー



- 82 - 
 

ツ in 横浜大さん橋」 

http://pierfes.com/maininfo2016/paras

p 

林市長とティーミーティング（報告） 

http://www.paraphoto.org/?p=8094 

他、パラリンピック会場と全国各地をつ

ないだ「増える写真展」などの企画があ

ります。 

自治体だけではなく、小学校、商店街、

などでも開催していただき、インターネ

ットによるメディアリテラシーに醸成

に楽しみながら関わることができる。提

案をいたしております。 

実質的な協働によるこれらのイベント

を通じて、強く提案することは、パラリ

ンピック、障害者のスポーツについて

は、福祉局（福祉）、市民局、体育協会（障

害スポーツ）、教育委員会（教育）、法務

局（人権）の角度から連携して取り組む

ことでありたいということです。中心と

なる軸は各局内で培われてきたことで

すが、お互いの重要性を見つめ直す機会

として、行政の皆様が据え直す機会とし

ていけることで、やはり、２０２０後へ

の街づくりの加速につながる人材開発

の仕組みを作ると思います。 

特に、教育現場においては、小学校教員

の多忙化による問題が深刻化しており、

「パラリンピック教育」を活用して小学

校の先生のサポート行い、さらに障害者

のスポーツ現場を飛躍的に拡大する人

材開発の仕組みづくり「バリはま！」を、

すでに提案しております。 
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また、私の意見や提案は、取材現場、横

浜ラポールの障害者スポーツ指導員の

方々にもご意見を聞きながら、私の提案

というよりはパラリンピック・スポーツ

に関わる人々の思いや願いを受け止め

日々の企画として提案させていただい

ています。 

私自身は取材の立場ではありますが、協

働などにより何らかの役割をもたせて

いただき横浜の街づくりに活かせるこ

とがあれば幸いです。 

 意見の内容 本市の考え方 

195 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。 

・ヘルパー事業所により出来る事、出来

ない事があるのが不満。例えばある事業

所はボッチャに参加できるのに、ちがう

事業所では出来ないところもある。なん

とかしてほしい。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。事業者について

は、今後、事業の趣旨等について周知徹

底を図ってまいります。 

計画全体に関する意見等 

196 

人材確保は施策全ての前提となる課題

です。大胆な施策を望むとともに、次

期プラン策定にあたっては独立した項

目としてください。 

頂いた御意見を参考に、福祉人材の確保

に向けた取組を一層推進してまいりま

す。 

197 

現場で働く人達が書類の作成等におわ

れ、当事者にかかわる時間をとれないな

どをみていると疑問に思います。 

頂いた御意見につきましては、今後の参

考にさせて頂きます。 

198 

事業所を運営していて厳しい状況があ

ります。例えば横浜市の施策の方向性が

見えないこと、委託を受けても運営が困

難な委託費が多々あります。どうにかし

てほしいと思います。 

委託については、人件費・固定費等細か

く積算し、設計書を作成しております。

困難な委託等については所管課に御相

談をして頂ければと思います。頂いた御

意見につきましては、今後の参考にさせ

て頂きます。 
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 意見の内容 本市の考え方 

199 

評価が「△」となっているのもについて、

原因・情勢の変化について説明が不足し

ているように思います。事態の改善、推

進を図るには関係者、市民との情報共有

がまず必要です。 

評価が△となっている事業については、

原因や課題等を踏まえて、市民説明会等

の機会を捉え適宜情報を発信していく

とともに、さらに取組を進めてまいりま

す。 

200 

障害者支援に関わる機関、人も増えてい

ますが、本プランの周知があまり進んで

いません。プラン・テーマの個別計画に

もっと意見を出したいところですが、声

を出すべき人が出せてない、それより届

いていないと感じています。 

プランの取組状況については毎年度市

民説明会を開催しているほか、関係団体

や各行政機関等の協力を得ながら周知

を図っています。今後も多くの方に周知

できるよう検討します。 

201 

福祉と教育の連携が様々な制度の枠組

で分断されていることを感じています。

今後の計画づくりで円滑になることを

ながっています。 

様々な支援を通じ、今後も福祉、教育、

医療と連携しながら、本プランを推進し

てまいります。 

202 

40 数年、その子の兄弟姉妹や地域の方、

仲間と遊んだり、旅行したり手探りで工

夫して子育てをしてきました。その間福

祉の世界は大きく変化し、医学も進み数

多くのあったらいいなという施策が形

になりました。この子達があたりまえの

ように街中で健康的に暮らすための施

策です。しかし現在、かつてない高齢化

時代を迎え、今まで親でできた事が出来

なくなり、地域で生きることの困難さを

痛感しています。親あっての地域です。

たとえば、できるだけ長く地域で暮らせ

るために、サポートシステムの充実、入

院中の親に代わりヘルパー派遣、ミドル

スティの充実（たらい回しにすると本人

が不安定になり、後が大変です。何でも

その場しのぎにするから、次の問題が起

こるのでは？）新しいシステム施策を考

えるのもい大切ですが、今あるシステム

も整理と工夫で人員不足、福祉の仕事に

従事されている方達が楽しく誇りを持

てるようになれるのでと思っています。 

住み慣れた地域で生活し続けられるよ

う、地域での生活支援の充実や必要な施

設の整備を進めてまいります。 

また、頂いた御意見を踏まえて、現場の

皆様とともに人材育成に取り組んでま

いります。 



- 85 - 
 

 意見の内容 本市の考え方 

203 

＠全体を通して 

・数値目標についてはニーズの把握があ

って初めて設定しうるものだと思います。

過去の実績や予算状況ではなく、当事者の

実態を根拠に数値目標を設定してくださ

い。 

・ニーズや課題は表出している部分では

なくその構造や因果関係に着目して考え、

そのうえで力点を明確にしてください。 

・『親なき後』ではなく、成人期の障害者

の地域生活は社会全体で支えるのだとい

う姿勢を明確にし、そのうえで健康福祉局

にとどまらず市役所全体を巻き込む横断

的な施策を推進してください。 

今回の中間見直しにあたり、ニーズ把握

として、当事者や関係者団体と意見交換

会をし、また市民の皆さまから多くの御

意見を頂戴しました。今後も横断的に本

市障害福祉施策を推進してまいります。 

204 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

・親はやがて年をとっていきます。この

先障害のある人たちは未来が見えませ

ん。明るい未来を希望します。人は皆、

同じです。 

御意見として今後の取組の参考とさせ

て頂きます。 

205 

評価については○と△のみとなってい

ますが、×はないのですか？人材確保な

どは×ではないのですか？ 

×は効果が得られなかった場合の評価

となります。人材確保については、関係

機関の皆様の御意見を聞きががら、引き

続き必要な取組を進めてまいります。 

206 

全体に障害者プランは３障害といいな

がら、身体・知的障害が主で、精神障害

者の施策はあまりない 

頂いた御意見を参考に、今後も「疾病」

と「障害」を併せ持っていることに配慮

した施策を展開してまいります。 

207 

プランは網羅的に様々な施策が挙げられ

ているが、実際には目標達成までのプロセ

スは階層的になっていると思う。地域移行

とグループホームの設置が関連性をもっ

て進めていると思う。人材確保というとこ

ろも。どの事業に力点を置いてやるべきか

示してほしい。たとえば社会参加のための

イベントを実施してもそこまで出かける

ための移動支援が必要。階層や構造に注目

にしてプランを見直してほしい。 

御意見として参考にさせて頂き、本人・

家族・事業所の方々から、様々な御意見

を頂きながら進めてまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

208 

親なき後という言葉が出てきているが、

逆に言うと親が居るうちには親がやら

なければならないという風にも受け止

められられかねない。やはり、成人期の

障害者は社会で支えるという姿勢を示

してほしい。 

御意見の趣旨は、具体的な事業や取組を

行うにあたっての参考にさせて頂きま

す。 

209 

フィンランドのネウボラにならい、地

域での切れ目ない支援のために、十分

な数の保健師やソーシャルワーカーを

配置してほしい。同一の保健師やソー

シャルワーカーによる地域に根差した

継続支援であってほしいので、保健師

やソーシャルワーカーの人事異動を可

能な限り行わないでほしい。 

ソーシャルワーカーや保健師による地

域に根差した継続的な支援を引き続き

実施して行きます。 

210 

薬物依存の家族は、周囲から犯罪者の家

族という認識を持たれており、そのこと

を隠して生活をしているため、どこから

も支援がない。依存症は、行政もＷＨＯ

も障害と認めているが、精神障害者の中

でも肩身が狭い。家族は疲弊し、我慢を

している。薬物依存の家族支援につい

て、具体的に障害者プランに明記してほ

しい。薬物依存は、差別的な扱いがある

が、こころの病である。 

依存症の方にも御利用頂ける福祉サー

ビスは障害者プランに掲載されており、

プランの中では特定の疾病等に限った

支援策の掲載はしておりません。 

アルコールや薬物、ギャンブル等の依存

症対策の推進については、「よこはま保

健医療プラン 2018（素案）」に盛り込ん

でいることから、今後は、よこはま保健

医療プランと障害者プランの整合性に

ついて検討してまいります。 

211 

取組１－２相談・支援について。依存症

相談支援センターの新設について、遅れ

ているアルコール、薬物等の依存症対

策。平成 29 年 9 月 26 日付け、法務省再

犯防止推進計画案では、市町村の役割を

各種明記している。それを踏まえ、薬物

依存対策を障害者プランに明記してく

ださい。アルコール問題担当係長、ここ

ろのセンターでのプログラム、広報活動

だけで済む話ではないのではないか。 

依存症の方にも御利用頂ける福祉サー

ビスは障害者プランに掲載されており、

プランの中では特定の疾病等に限った

支援策の掲載はしておりません。 

アルコールや薬物、ギャンブル等の依存

症対策の推進については、「よこはま保

健医療プラン 2018（素案）」に盛り込ん

でいることから、今後は、よこはま保健

医療プランと障害者プランの整合性に

ついて検討してまいります。 
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（4）その他（個別的な意見、感想など） 

 意見の内容 本市の考え方 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 

１ 計画相談の実現を大いに期待します。 
計画相談支援の推進に向けて、様々な取

組を進めます。 

２ 

基幹相談支援センターの相談受付実績

で、精神障害者はどの程度のパーセント

を占めているのか。 

平成 28 年度では、約８パーセントとなり

ます。 

３ 

ことばの使い方で質問です。発達障害の定

義は「知的障害」がないというのが前提です

か？同じ B2 の手帳でも IQ50～75 の軽度知

的障害＋自閉症スペクトラムは≠発達障害、

IQ75～91 の境界域＋自閉症スペクトラムは

＝発達障害として扱われ、療育手帳＋発達

障害の支援をIQの高い対象者の方が手厚く

扱われがちであるようです。IQ50～75くら

いの人の支援は教育（養護学校小中学部入

れない、通級もできない）や就労の可能性も

含め手がでないイメージをもっています。 

教育部門の「発達障害」と行政の「発達障害」

の定義が一致しているのか。違うのならそ

の中身をきちんと文書化して説明して欲し

い。 

発達障害の定義においては、知的障害の

有無を前提とはしていません。発達障害

は、発達障害者支援法（平成十六年法律

第百六十七号）で定義されており、健康

福祉局はこの定義を用いています。教育

委員会事務局も同様です。 

４ 

選挙公報については、点字版は発行されま

すが、音声版は選法律の関係で認められて

いないため作れませんという話があるそう

です。点字は特殊なもので普通の方にはな

かなか分からないもの。とても分かりづら

いものというところがあるなか、音声で話

が出てきたものであれば軽易であり、色々

な人にとって分かりやすいと思う。 

市会議員及び市長選挙の選挙公報は、公職

選挙法の定めにより候補者の政見原稿を

そのまま印刷しなければならず、選挙管理

委員会では選挙公報の点字・録音版を作成

できません。 

そのため、市内のＮＰＯ、ボランティアが

作成した選挙公報の点字・録音版を購入し

希望者へ配布しています。 

５ 

災害対策において、要援護者については、自

治会に入っているという方は民生委員さん

などが把握されていると思います。しかし、

入っていない人たちは、どのように把握す

べき方に情報を持っていくのでしょうか。 

要援護者の把握については、自治会・町内会

や民生委員による見守りのほか、お茶会や

サロン等への参加による顔の見える関係づ

くりなど、地域によって様々な取組があり

ます。御近所や地域の方と顔見知りになる

ことで、災害時の助け合いにつながるもの

と考えています。 
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 意見の内容 本市の考え方 

６ 

個人的な事ですが、呼吸器機能障害のた

め、坂や階段が利用できません。避難所

に指定されている場所はたいてい高台

にあります。 

災害から身を守るためには、日頃からの

地域での支え合いや要援護者との関係づ

くりといった共助のほか、要援護者の方

にも、防災訓練への参加や、避難の際は

支援が必要となることを近隣の方に事前

に伝えておくといった自助の取組も大切

です。今後も、要援護者を支援するため

の自助・共助の取組を進めていきます。 

７ 

災害の際、一時的に、近隣の避難所に避

難すると思います。しかし障害児者との

避難生活は不安・不便が伴うので、いず

れは特別避難所、或いは在籍する特別支

援学校に移動することになると思いま

す。居住地区周辺の特別避難所がどこに

あるか、どういう設備が利用できるか、

本校は川﨑市に所在するため、知る機会

がないのが現状です。・本校では、川崎市

の災害担当の職員とは連携しています

が、横浜市の災害担当の方とは、どの程

度連携できているか在校生には周知さ

れていないのが現状です。 

今後、チラシの配布やホームページへの

掲載も含めて、特別避難場所に関する周

知・啓発に取り組んでいきます。 

８ 

要約筆記者の派遣についてＰＲをした

結果徐々に利用者が増えて有難い。32 年

度までの利用の見込み地は横ばいとな

っているが、これはどのような考えに基

づいているのか。 

要約筆記者の派遣利用者数の実績は伸び

ていますが、平成 29 年度の計画値程度を

見込んでいるため、30 年度以降の計画値

を平成 29 年度と同程度と設定しました。 

９ 

人工肛門の会として、ストマ用具の保管

について、協会では 100 名程度保管をし

たと聞いているが、横浜市の現在の状況

を教えてほしい。 

平成 29 年度は 103 名の方から利用の申

し込みを頂きました。 
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 意見の内容 本市の考え方 

テーマ２ 住む、そして暮らす 

10 
グループホームに聴覚障害者がどれく

らいいるのか分かれば教えてください。 

グループホーム入居者における聴覚障害

者の人数は把握しておりません。 

11 

横浜市営住宅からろうあ者が２人追い

出されました。理由は家賃滞納。実際に

はそれだけの問題ではなく、コミュニケ

ーションの問題など聴覚障害の問題が

あるのではないかと思います。ろうあ者

はコミュニケーションの問題から民間

住宅に入れないという不安を常に持っ

ています。 

障害を理由とした入居の拒否は障害者差

別解消法で禁止されています。障害者世

帯には市営住宅抽選時の当選倍率優遇を

行っており、家賃は申請により減免して

います。しかし、文書等による再三の催

告によっても家賃滞納が解消されない場

合は、法令に基づき住宅明け渡しを求め

ます。なお、明け渡しにより福祉的支援

が必要となる方には、区役所と連携した

支援を行っています。 

12 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

・電動ベットなどの設備をもっと手に入

れる補助が欲しい。 

電動ベットの購入については、介護保険

制度や重度障害者（児）日常生活用具給

付等事業の利用が考えられます。こちら

の制度について御検討、御相談ください。 

13 

サテライト型の住まいについての記載

が見当たらない。サテライト型の住まい

はサポートホーム事業に含まれるとい

う理解でいいのか 

サポートホーム事業は、グループホーム

において、発達障害のある方へ一人暮ら

しに向けた支援を行う事業で、サテライ

ト型の住まいとは異なります。 

14 

「テーマ２ 住む、そして暮らす」につ

いて。 

・グループホーム職員との人間関係がつ

らいことがある。 

区役所に配属されている御自身の担当ソ

ーシャルワーカーにまずは御相談くださ

い。 

15 
グループホーム新規 200 人に対しての根

拠を教えてください。 

施設や病院からの地域移行や、近年のグ

ループホームの設置実績を踏まえ 200 人

としています。 

16 
現在のグループホームの３障害別の数

を教えてください。 

【平成 29 年７月１日現在】 

・身体 26 ホーム/129 人分 

・知的 576 ホーム（運営委員会型 GH 含

む）/3,093 人 

・精神 104 ホーム/756 人分 

ただし、「知的障害の他に精神又は身体又

は三障害を受け入れる」としているグル

ープホームについては、知的障害として

カウントしています。 
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 意見の内容 本市の考え方 

17 

高齢化・重度化対応のグループホームの

検証検討をし、モデル事業が終了し、通

常業務へ移行とはどういう事か 

モデル事業としての運営は終了しました

が、引き続き同じ形態で運営をしていま

す。 

18 
高齢化・重度化グループホームについ

て、具体を教えて欲しい。 

高齢化・重度化グループホームでは、満

60 歳以上の方や重度身体障害の方を入

居対象としたモデル事業を実施しまし

た。 

19 

障害者の地域移行や親元からの独立単

身生活を進めるにおいて、相談支援や自

立支援アシスタント的な支援もとても

大事ですが、今日の御飯を作り、入浴就

寝まで寄り添う生活そのものを支える

居宅介護の供給の絶対量が不足してい

ます。 

緊急性がなければ自分で事業所を探す

現状も大変ですし、頼りにしたい計画相

談も数が少なく、セルフプランにせざる

を得ない。また、青年期以降の地域生活

自立を支えるだけの資源を計画相談事

業所自体がお持ちなのか不安になりま

す。 

明日、親がいなくなった時に誰が彼らの

毎日を 支えるのか、具体的なプランや

事業所を提示してください。 

御意見を踏まえて、今後も具体的な事業

や取組を行うにあたっての参考とさせて

頂きます。 
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20 

インスリン依存性糖尿病で 1 日 4 回のイ

ンスリン注射とてんかんもあり 4 種類の

抗痙攣剤を服用してます。他科で入院措置

が必要な時、こども医療センターでは慢性

疾患は主治医の治療を受けながら他科に

うつることもできました。成人病の総合病

院では縦割りでこのような連携がありま

せんし、必要な科がなければ、他の病院を

探さなければなりません。コミュニケーシ

ョン能力のない障害者がかかる時に普段

診ている主治医が連携して関わってくれ

ると、とても安心ですし、慢性疾患が入院

中悪化することも防げます。また総合病院

には成人障害者の入院場所がないため、現

状では小児科または特別室になるようで

す。国立成育医療センターでは小児科から

みた患者は成人後も継続して診てくれる

システムになっていると聞いております。

こども医療センターに成人病院を併設し

て引き続き診てもらえるようにしてくだ

さい。そうすれば成人後も安心して入院場

所に困らず安心して 1 つの病院にかかる

ことができます。 

医療的ケアを必要とする障害児・者の在

宅生活を支えられるよう、医療機関ネッ

トワークの構築等に取り組んでまいりま

す。 

21 

医療機関ネットワーク等の構築につい

て、○となっていますが、どのような実

態を把握して、今後どのように進めてゆ

くのか、積極的に公開し早急に推進して

ゆくことを期待しています。 

今後、医療的ケアを要する障害児・者の

生活を支えるための支援体制の構築につ

いて、関係局と連携し、検討して参りま

す。 

22 

知的障害者対応専門外来について、４病

院目を開設するとのことだが、既存の３

つの病院では毎日のように外来で受け

付けを行っているのか。また、どのくら

いの患者を受け付けているのか。さら

に、４病院目でも、どのくらいの患者を

想定して、どれぐらいの頻度で受け付け

るのか気になる。 

知的障害者対応専門外来は、月１回以上

かつ１日につき３時間以上の外来診療時

間を設けることとしています。 



- 92 - 
 

 意見の内容 本市の考え方 

23 

コーディネーターの配置ということで

すが、これは具体的にコーディネーター

という人を新たに配置するということ

ですか？ 

コーディネーターを養成し、新たに配置

することを検討しています。 

24 

コーディネーターの配置について、たと

えば各区や地域別に配置するというこ

とですか？ 

コーディネーターの配置場所について

は、今後検討して参ります。 

25 

医療的コーディネーターの配置という

ことだが、人工内耳に関して書いてある

と受け止めている。小さいこどもたちが

一方的に聞こえないこどもたちが両親

の判断で人口内耳をつけられてしまう。

聞こえるこどもと同じ等に育てたい思

いから装用させられる問題がある。人工

内耳の良い面、悪い面があるがそのこと

についても勉強が必要だと思う。 

計画を推進するにあたり、頂いた御意見

を参考にさせて頂きます。 

26 

医ケアのある人が入居している。計画相

談とホームの職員の間にコーディネー

ターが入るイメージがわかない。グルー

プホームの立場で言うと、医ケアは増え

ている。計画相談もこれから入るので、

それともどういう関係になるのか。 

コーディネーターは、医療的ケア児・者

等が必要とする多分野にまたがる支援の

利用を調整し、総合的かつ包括的な支援

の提供に繋げることを想定しています。 

27 

テーマ３の新規の医療的ケア児者の支

援に関することですが、関係機関の協議

の場とは、具体的にはどういう内容なの

でしょうか。 

医療的ケア児・者等が適切な支援を受け

られるよう、保健・医療・障害福祉・保

育・教育等の関係機関が連携を図るため

の協議を行う予定です。 

具体的な内容については、今後検討して

参ります。 

28 

入院中のコミュニケーションとは異な

りますが、コミュニケーション以外でも

一人暮らしをされている方に安心して

入院できるサービスを考えてほしい。た

とえば洗濯や歯磨きなど。 

重度障害者等入院時コミュニケーション

支援事業は、医療機関スタッフとのコミ

ュニケーションを行う際にその支援を支

援員が行うものです。入院中の看護、療

養の支援は、医療機関が診療報酬の中で

行うものと定められており、それらを目

的とした派遣を行うことは困難です。 
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29 

以前精神科に入院する言語障害のある

方がいて、入院時コミュニケ―ションの

担当者に連絡を入れたが、精神病院は対

象としていないと言われてしまった。精

神科も対象となる制度としてほしい。 

重度障害者等入院時コミュニケーション支

援事業は、四肢麻痺、知的障害、精神障害に

よってコミュニケーションが困難な方を対

象としています。なお、精神科への入院につ

いては、その入院基準に照らし合わせて考

えると本制度の支援内容が有効とは考えに

くいことから、対象としておりません。 

30 

取組３－２のバリアフリーについて。エレ

ベーター等の設置や、例えば誘導ブロック

を設置したよということでバリアフリー

が完了したということはとんでもないく、

バリアというのはいろんなところにあり

ます。たとえば私は弱視で、色々なところ

が見えづらい状況です。見えづらいところ

を見えやすくしていただくのが、バリアフ

リーではないかと考えます。東急東横線の

駅の表示は黒いバックで白い文字に全て

変わりました。ところが他の沿線の中には

いまだに白いところに黒い文字で書かれ

ていて非常に弱視の人には見えづらいも

のがあります。さらに、横浜市営バスの行

き先表示はオレンジ色ですが、他のバスで

は白色LEDで非常に分かり易いものがあり

ます。運転手さんも行き先の案内をしてく

れない。それから自動放送が出るんですが

それも止めてしまっている。そのため、違

うバスに乗ってしまうことがあります。こ

ういう間違えが無いようにするのがバリ

アフリーではないかと思います。 

本市福祉のまちづくり条例に基づき、ま

ちのバリアフリー化と思いやりの心の醸

成に取り組んでいます。その取組の一環

として、カラーユニバーサルデザインの

普及啓発を行っています。今後も引き続

き、様々な立場の方が暮らしやすいまち

づくりを推進してまいります。 

31 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

・電車やバスの特定の場所だけではな

く、もっと乗りやすい場所を増やして欲

しい。 

本市福祉のまちづくり条例では、一定規

模以上の建築物等の新設や改修時にバリ

アフリー基準へ適合することを義務付

け、施設整備者との事前協議を行ってい

ます。 

整備基準では車両の形状についての定め

はありませんが、頂いた御意見は事業者

等にお伝えしていきます。 
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32 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

 ・自動ドア（手で触れないと開かない） 

本市福祉のまちづくり条例では、一定規

模以上の建築物等の新設や改修時にバリ

アフリー基準へ適合することを義務付

け、施設整備者との事前協議を行ってい

ます。 

整備基準では、出入口の戸の構造は開き

戸よりも自動引き戸が望ましく、開閉速

度や感知範囲を高齢者、障害者等が利用

しやすいよう設定することが望ましいと

定めています。 

今後も、整備基準に基づいたバリアフリ

ー化を進めるよう事業者等に働きかけて

いきます。 

33 

「テーマ３ 毎日を安心して健やかに

過ごす」について。 

・多目的トイレが障害者のために使われ

ているとは限らない。（健常者が平気で

使っている現状） 

本市福祉のまちづくり推進指針では、一

般トイレを利用できる方は多目的トイレ

の長時間利用を控える等利用マナーの遵

守を呼びかけています。 

今後も引き続き、利用マナーの向上や思

いやりの心の醸成などに取り組み、様々

な立場の方が暮らしやすいまちづくりを

推進してまいります。 

34 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。・ベビーカーが増え車椅

子が通りづらくなってしまった。 

本市福祉のまちづくり条例に基づき、ま

ちのバリアフリー化と思いやりの心の醸

成に取り組んでいます。今後も引き続き、

様々な立場の方が暮らしやすいまちづく

りを推進してまいります。 

35 

「テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽

しむ」について。 

・駅のバリアフリーを考えてほしい。東

京駅は各ホームに必ずエレベータがあ

るのに、横浜駅はない。車椅子の事を考

えているとは思えない。 

本市福祉のまちづくり条例では、公共交

通機関の施設等の新設や改修時にバリア

フリー基準へ適合することを義務付け、

施設整備者との事前協議を行っていま

す。今後も、バリアフリー化を進めるよ

う事業者等に働きかけてまいります。 

なお、横浜駅については市営地下鉄、JR

各線及び私鉄全線のホームにエレベータ

ーが設置されています。 
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36 

エスカレーターのことで困っている。今

左側に乗って右側が歩行となっている

が、手術の影響で左をつかむというのが

難しい。右をつかんで待っていて後ろか

ら肩をたたかれてトラブルになった。横

浜市として対策がお願いできないか。障

害者はエスカレーターに乗ってはいけ

ないのではないかと思ってしまう。 

本市福祉のまちづくり推進指針では、エ

スカレーターでの歩行が危険であること

や、片麻痺の方やケガ等で片側が不自由

な方のためにも、左右の手すりが常に使

用できる状況が望ましいとしています。

今後も利用マナーの向上や思いやりの心

の醸成などに取り組み、様々な立場の方

が暮らしやすいまちづくりを推進しま

す。 

37 

成年後見制度に関して。市民後見人がい

ると思うが、その市民後見人が受託して

いるのは障害者なのか。それとも高齢者

を対象にしているのか。 

市民後見人が受任する案件は、高齢者、

障害者ともに対象としています。 

38 

今後も市民後見人の養成を進めていく

と思うのですが、市民後見人はどの程度

のことまで受けてもらえるのか。 どう

して親が後見人の制度を使わないかと

いうと、後見人がいないから。 自分がや

るには高齢だし、そういう方が多いと思

う。 

市民後見人と弁護士等の専門職などが受

任する成年後見人で、基本的な業務の違

いはありませんが、市民後見人が受任す

る案件は、多額の資産を有しない、紛争

性がないなどの要件に該当した案件とな

ります。 

テーマ４ いきる力を学び・育む 

39 

計画相談について、障害児を受け入れ

てくれる事業所を増やすための施策は

どのようになっていますか。 

各関係法人等に、事業所を開所するため

に必要な研修受講の勧奨や、研修修了者

に対して事業所開所の勧奨をするほか、

関係各所に事業概要の説明や協力依頼を

しております。今後も、障害児相談の推

進に向けて、様々な取組を進めてまいり

ます。 

40 

早期療育体制の充実と並行して、家族支

援の一環として兄弟児保育の場をセン

ターが主体となって設ける方向に進め

てほしいと思います。幼児期において

は、子どもだけを支援するのではなく、

家族をまるごと支えるような仕組みを

早期療育体制の充実と併せて整備して

頂ければと思います。よろしくお願いし

ます。 

頂いた御意見については、今後、地域療

育センターの運営の参考とさせて頂きま

す。 
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41 

・本校には、青葉区の児童生徒が多数通

学しています。医療ケアを必要とする知

的障害児は、本校に通学していますが、

肢知併設校であるにも関わらず、学校配

置の看護師によるケアを肢体コースの

児童生徒と同様には受けられない状況

です。 

・本校青葉区在住の児童生徒も、通学区

に従い本校に通学しているのですが、川

﨑市に所在するため横浜市の施策から

漏れていると感じるところがあります。

県にも要望していますが、制度や行政区

割りの谷間に陥っている児童生徒が存

在することに留意していただきたいで

す。 

頂いた御意見については、神奈川県教育

委員会に伝えてまいります。引き続き、

県教育委員会及び川崎市教育委員会と情

報共有及び連携を図ってまいります。 

42 

神奈川県立であり、川崎市に所在すると

いう特殊性に鑑み、この度保護者有志

で、パブリックコメントをまとめまし

た。 

なお、制度について、誤解があるかもし

れません。悪しからずご了承ください。 

前提として、横浜市の施策について理解

を深めるため、本校で横浜市障害者プラ

ンに説明会を開催していただきたいで

す。潜在的なニーズ発掘やアイデア、当

事者の主体的な取り組みのきっかけに

繋がるのではないでしょうか。 

頂いた御意見については、神奈川県教育

委員会に伝えてまいります。 
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43 

林文子市長にお願いです。北綱島特別支

援学校が閉校した場合、市北部に特別支

援学校が無くなってしまうことを、今一

度、分布図をひろげて見てください。将

来的には県と調整して、偏りのないかた

ちに進めていけるよう努力するという

のなら、県の横浜市北部への特別支援学

校新設の見通しがついてから、改めて北

綱島特別支援学校の閉校の検討をする

べきではないでしょうか市教委の方に

何度同じことを訴えても何も進みませ

ん。高齢者、待機児童だけでなく、障害

児にも目を向けてください。市長自身が

この問題をどのようにお考えになるの

かを市長の言葉でお聞かせください。 

貴重な御意見として承ります。 

44 

取組 4−2 事業名「特別支援学校の再編整

備」について、これが平成32年度目標「再

編整備終了」となっています。他の事業が

「推進」となっているのに、この事業のみ

「終了」というのは変ではありませんか。

悪意さえ感じます。こういうのを「言葉に

よるいじめ」というのですよ。そうしたこ

とに気がつかないのですか？ 

気づけない人が担当しているのですよね。

保護者対応について、委員会担当者と大い

にもめていると聞いています。どんな根拠

をもって「終了」と表示しているのです

か？悪意ですか？嫌がらせですか？おか

しな話です。平成 32 年度といわず、今す

ぐに保護者の理解と納得の上、北綱島特別

支援学校に関わる整備計画の必要な見直

しと修正・存続について判断すべきです。 

そうした意味でのあらそいの「終了」とい

う意味ならば理解できます。しかしこの表

記ではそうしたニュアンスは伝わってき

ませんよ。「30 年以上在住の横浜市民よ

り」 

貴重な御意見として承ります。 
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45 

北綱島特別支援学校分教室化及び、横浜

市特別支援学校再編整備計画の凍結を

望みます。・北綱島特別支援学校に関し

て、障害者プランで評価○、32 年度終了

と書かれていますが、事実と異なりま

す。なにをもって評価○としているので

しょうか？保護者は全く納得していま

せん。障害福祉部としても、他人事とせ

ず、「障害者差別解消法」に反することと

して、受け止め、市長、教育長、教育委

員会、健康福祉局全体で議論していただ

きたいです。数人の教育委員会のかたが

勝手に決め、事前に有識者会議も、保護

者説明会も無しに、閉校を強行する姿勢

が理解できません。議会や教育委員、福

祉関係者、他学校関係者には、教育委員

会に都合の良いことしか言わず、強行し

ようとしています。・北綱島特別支援学

校は、横浜市内で障害の度合いが重度で

ある児童生徒が一番多く通う学校であ

り、再編整備により、学校が閉校や分教

室になったり、不安定な環境では、児童

生徒が、命の危険にさらされます。問題

が多いまま強行すれば、もしも何か事故

があった場合、見切り発車をしたと、横

浜市教育委員会の問題が、公になると思

います。・分教室で期限を撤廃しての存

続とは、だれがどう保証するのでしょう

か。横浜市北東部に住む障害のある児童

生徒の教育を受ける権利を蔑ろにして

います。説明会では、仮に再編整備によ

り、学校に通えなくなる児童生徒が発生

しても、訪問学習という方法があるか

ら、学習権の侵害に当たらないと教育委

員会は説明しました。このことは、障害

者が長年願い、先輩方の運動の末獲得で

きた権利・歴史を後退させる暴挙です。

特別支援学校の設置や閉校に関しては、行

政委員会である教育委員会事務局の権限で

す。頂いた御意見は教育委員会に伝えさせ

て頂きます。 
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障害福祉部として、このような差別的行

為をどう考えているのでしょうか？・分

教室は、校長先生はいなく副校長先生と

なります。重度の児童生徒が多く救急搬

送も多い北綱島特別支援学校の状況を

わかっているのか疑問です。分教室にな

ると、看護師さんは減らされ教職員の負

担が増えます。一方、新設される左近山

特別支援学校は、再編整備を謳いなが

ら、周辺の特別支援学校在校生には転校

しなくて良いので安心してくださいと

説明しているので、新入生や加えて何人

かの人数構成となり、学校として、成り

立つのか疑問です。上菅田から遠く、70

～80 人の北綱島が分教室で、人数が少な

い左近山が学校とは、理解できません。・

教育委員会は、特別支援学校を設置する

義務は市ではなく県にあると、投げてい

ます。肢体不自由学校が５校から 6 校に

できない理由はなんでしょうか？学校

であると国や県から補助金が入ると思

いますが、分教室にすれば、全額横浜市

負担です。予算予算と言いながら、横浜

市が分教室を負担し続ける理由は何で

すか？分教室として期限なく存続する

と言いながら、ただの絵にかいた餅に過

ぎないと思います。・問題だけの、この北

綱島特別支援学校閉校分教室問題、横浜

市特別支援学校再編整備計画の凍結を

希望します。 
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 意見の内容 本市の考え方 

46 

テーマ1の「障害者差別解消の推進に関する

取り組み指針」等を策定しました。の中に以

下を追加してください。 

追加施策特別支援学校の設置義務を県にば

かり求める事は止めて、横浜市として責任を

持って設置して行きます。追加理由 

横浜市教育委員会が肢体特別支援学校再編

整備計画の中で「特別支援学校は県に設置義

務があるので、北綱島特別支援学校を閉校す

る」としていますが、これは明らかに障害者

差別に当たると考えます。 

特別支援学校は県に設置義務があると言う

のは、障害者差別解消法が施行される以前の

考え方です。 

すでに施行されており、この考え方を改める

時期が来ています。 

障害者プランにはこのような事を防止する

ような文言が必要と考えます。 

貴重な御意見として承ります。 

47 

関わる先生方が良い指導ができるため

には、スキルもそうですが、ゆとりをも

持って子ども達と向き合えるサポート

体制が必要なのではと思います。 

頂いた御意見は、校内の支援体制構築に

向けた参考とさせて頂きます。 

テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

48 

就労について。就労定着支援事業 新

規 国の基準が示されたら検討でいい

のか。 

引き続き国の動向を注視していくととも

に、状況把握に努めてまいります。 

49 

就労移行が関わっているという理由で、就

労支援センターの定着支援の方が関わっ

ていただけない状況がありました。例えば

平成 30 年ぐらい厚生省の通達では出てい

ると思うのですが、 横浜市のほうで定着

支援のそういった事業の想定とは検討さ

れたりとかするのでしょうか。 

引き続き国の動向を注視していくととも

に、状況把握に努め、就労支援センター

との連携を検討してまいります。 

50 

就労継続Ｂの事業所は、入院の人の利用

者は請求できない。今の制度の中では受

けきれない。 

就労継続支援Ｂ型の事業所の利用者が入

院等によりサービスの提供をしていない

ときの給付費の請求は、現在の国の制度で

は困難です。 
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 意見の内容 本市の考え方 

51 

各サービスを計画に基づき充実してい

くことは重要ですが、それとともにサー

ビスの質を確保する方策も必要ではあ

ると考えます。特に計画を上回る実績が

達成できているサービスについてはこ

の点が重要であると思います。（放課後

デイサービス、就労移行支援事業など） 

就労移行支援事業については、引き続き

福祉サービス事業所の質が向上するよう

支援・指導してまいります。 

52 

就労移行支援事業所が急増しています。質

の担保についてはどうお考えですか？ま

た利用する側からすると選択しが増える

のはいいことですが、逆に各事業所の特徴

がつかみにくいという弊害も考えられま

す。これについてどう取り組むか教えてほ

しい。 

引き続き福祉サービス事業所の質が向上

するよう支援・指導してまいります。ま

た、各事業所の情報は、ホームページ（「障

害福祉情報サービス神奈川」）等で御確認

頂くか、お住いの区役所等で確認くださ

い。 

53 

高齢化への対応も重要ですが、毎年卒業し

てくる特別支援学校の生徒の受け皿とな

る作業所等の整備が緊急と感じます。卒業

生は増加する一方で、活動ホームの家賃補

助が削減される現状を市が今後どうして

いくのか。市が独自で作業所等を運営する

のか。早急な対応をお願いします。 

地域活動支援センターに対して補助して

いる借地・借家費は削減していません。

また、障害者地域活動ホームは、市有地

での事業であるため、家賃は発生してお

らず、補助制度自体がありません。 

54 
移動情報センターに身体介護をつけれ

らないか。 

移動情報センターでは、移動支援に関す

る相談窓口として、ガイドヘルパーやガ

イドボランティアの利用に係る相談及び

コーディネートを行っています。 

55 

移動支援センターの運営について非常

に良いことだと思う。しかし聴覚障害は

対象外と聞いている。そのあたりどのよ

うにご説明いただけますか。 

移動情報センターでは、移動に困難を抱

える障害者等からの相談に応じて、各サ

ービス事業者の情報提供や紹介等を行っ

ており、聴覚障害児者を対象外とはして

おりません。ただし、事業によって対象

外となるものがありますので、御理解頂

きますようお願いします。 

56 

余暇を楽しむ。もっとレジャー・スポーツ

センターなでの無料化や割引率の上昇を

求む。理由としては、偏見・差別を受けて

いる事実からＶＩＰ待遇まではいかなく

ても、もっと優遇されてもいいと思う。 

頂いた御意見は、関係部署と共有してま

いります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

57 

文化・スポーツ・レクリエーションにつ

いて。「障害者の芸術を支える人材、団体

等の関係機関によるネットワーク化を

図り、芸術活動の情報収集、発信を行う

拠点を設置します。平成 29 年度から事業

化をするため予算を配分しました。」と

なっているが、精神は、程度ないのと同

じ。今度の見直しで、精神障碍者の関係

団体で構成する精神障害者スポーツ、芸

術文化推進会議（仮称）の設置及び、ニ

ーズ調査や、普及啓発、裾野を広げる各

種教室の開催等を明記してください。 

障害者が主体的に文化芸術活動へ参加す

る環境及び仕組みを整備するため、課題

の抽出や人材育成研修、ジャンルを問わ

ない企画展の開催を通じて、関係団体を

ネットワーク化し、協議会機能の構築を

目指します。 

58 
スポーツ拠点を上大岡のウィリング横

浜につくってほしい 

福祉保健研修交流センター「ウィリング

横浜」用途廃止部分を、市内南部方面の

障害者スポーツ・文化拠点として、現在

再整備しています。 
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 意見の内容 本市の考え方 

59 

呼吸器・リハビリテーションの取組がスム

ーズにできるよう、陳情等をやらせていた

だいている。ポイントの一つは、私たちが

関わっているかかりつけ医の医師につい

て、リハセンターに呼吸器内科の医師の配

置をお願いしたい。もう一つは専門医を指

導する理学療法士の対応をお願いしたい。

さらに、要望書にも例として書いたが、ラ

ポールにもフィットネスルームがあるが、

呼吸器障害者が利用できる設備を整備し

てほしい。呼吸器のリハビリはあまり特殊

なものではない。実際には筋力強化、特に

下半身の強化。リハビリを行う場について

は、ラポールの１階のフィットネスルーム

は利用しているがあまり対応できていな

い。スポーツ指導員のメニューを作成する

には500円かかる。役員会があるときに11

時くらいに始まるが、その前に、１階でト

レーニングをしている。ただ、全体的に地

域的な問題があるが、ラポールだけでは利

用できない。障害者スポーツという視点に

ついてはも、地域で利用できる施設を考え

ていただきたい。利用する側も積極的な意

思をもつ必要があると思う。 

地域における障害者スポーツの推進につ

きましては、着実に進めてまいります。 

計画全体に関する意見等 

60 

中間見直しとしての評価軸が根拠とし

て分かりづらく、一行でもその理由が

あるとありがたいです。 

御意見の趣旨は、今後の計画策定及び評

価を行うにあたっての参考にさせて頂き

ます。 

61 

障害者手帳 2級以上の人から 44 歳から

年金を出してくれるのではなく、4・5

級、せめて 3級位の人までは、40 歳半

ばから、年金が支給できるような取組

をしてください。今迄週 4日まで働け

ていたのに、視力低下で週 2日までし

か働けなくなってしまい困っていま

す。妹は 4級です。 

年金に係る御意見として、関係部署と共

有してまいります。 
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 意見の内容 本市の考え方 

62 

マンション管理を生活保護の住宅扶助

の対象にしてほしいです。今まで住んで

いた親所有のマンションに親の死後も

住み続けたいのです。環境が変わると病

状が悪化するのです。 

生活保護に係る御意見として、関係部署

と共有してまいります。 

63 

医療費の負担額を現状の 3割から 1割程

度に引き下げてほしいです。年金だけな

ので、病気すると辛いです。 

医療費に係る御意見として、関係部署と

共有してまいります。 

64 

特別児童扶養手当を頂いているのです

が、とてもありがたいのですが、所得制

限があるので残念です。児童手当より特

別児童扶養手当の所得制限がとても厳

しく、なかなか働けないし、子どもに毎

日つきっきり。オムツ代や将来のために

所得制限をなくしてほしいです。 

特別児童扶養手当は国の制度であり、所

得制限を含め、全国一律の運用となって

います。 
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 意見の内容 本市の考え方 

65 

私は、精神障害者です。 

１．住まいについて 

統合失調症なので、環境が変わることが

とても病気に悪く、引っ越すことになる

と、病状が悪化することは明白です。 

そのため、現在住んでいる、親が所有者

のマンションに、親の死後もずっと一

生、住み続けたいのです。 

親の死後は、経済状況から、生活保護に

なると思います。 

マンションの管理費「と修繕積立金」は

３万５千円もするので、払えません。 

現在、生活保護では、マンションの管理

費と修繕積立金は住宅扶助の対象にな

らないと聞きました。 

そうすると、引っ越しをせざるをえませ

ん。 

病状が悪化してしまいます。 

アパートの賃料は５万２千円も生活保

護の住宅扶助で出してもらえるのに、な

ぜ、マンションの管理費と修繕積立金３

万５千円を住宅扶助の対象にしてもら

えないのでしょうか？ 

マンションの管理費と修繕積立金を住

宅扶助の対象にしてもらうことを強く

希望します。 

２．医療費について 

医療費の負担額を、現在の３割から１割

程度に引き下げてほしいです。 

精神科の他に、たくさん病気を抱えてお

り、整形外科、消化器内科、皮膚科にか

かっており、医療費が毎月１万円以上か

かっています。 

年金や自立支援の診断書を書いてもら

うのにも、それぞれ１万円、３３００円

もかかります。 

医療費だけでなく、当然他の日常の生活

生活保護、医療費に係る御意見として、

関係部署と共有してまいります。 



- 106 - 
 

費もあるので、障害者年金６万５千円で

は、とてもまかないきれなく、生活が大

変困窮しています。 

●以上のことは、非常に切羽詰まった、

切実な願いですので、 

どうか検討していただきたく思います。 

 


